
基本目標１　隣近所同士、市民同士で交流する場面を増やす

事業名 実施主体 評価指標 平成26年度実績 平成27年度実績 平成28年度実績 平成29年度実績 令和元年度実績 令和２年度実績 進捗の評価についてのコメント

１（１） 赤ちゃんサロン 健康推進課 ◇ 赤ちゃんサロン実施数 ① 赤ちゃんサロン実施数：計28回利用者数：388組
赤ちゃんサロン実施数：７児童館各4回―計28回、利用者数：302組

① 赤ちゃんサロン実施数：７児童館各4回―計28回　利用者数：395組 ① 赤ちゃんサロン実施数：７児童館各4回―計28回　利用者数：345組 ①７児童館各4回－計25回　　利用者延285組 ７児童館で実施予定（新型コロナウイルスのため回数は未定）
児童館での赤ちゃんサロンは、母が気軽に出かけられ、交流できる場になっている。今後も地区担
当保健師が出向く、児童館と協力して実施している。（児童館によっては、児童館主体で赤ちゃんサ
ロンを開催している）

１（２）
地域子育て支
援拠点事業

子育て支援課
◇ ①親子の集いの広場の実施回数及び内
容、②子育てサークルの育成・援助の実施
回数及び内容

①　親子の集いの広場の実施回数及び内容
●実施場所●
うさぎさんひろば（西部子育て支援センター）、くまさんひろば（西部子育て支援センター）、みどりっこ（東部子
育て支援センター）
●実施回数●
３箇所　合計２７回
●実施内容●
リズム遊び、新聞遊び、クリスマスコンサート、親子音楽会等
②　子育てサークルの育成・援助の実施回数及び内容
わんぱくサークル（西部子育て支援センター）（平成２８年度新規サークル開設）
●実施場所●
西部子育て支援センター
●実施回数●
７回実施
●実施内容●

①　親子の集いの広場の実施回数及び内容
●実施場所●
うさぎさんひろば（西部子育て支援センター）、くまさんひろば（西部子育て支援センター）、みどりっこ（東部子育
て支援センター）
●実施回数●
３箇所　合計２５回
●実施内容●
親子ふれあい遊び、新聞遊び、ミニ運動会、親子音楽会等
②　子育てサークルの育成・援助の実施回数及び内容
蒲っこサークル・わくわくサークル・わんわんサークル
●実施場所●
西部子育て支援センター・中央子育て支援センター・東部子育て支援センター
●実施回数●
　西部7回、　中央７回　東部7回
●実施内容●

①　親子の集いの広場の実施回数及び内容
実施場所：すくすくひろば（西部子育て支援センター）、みどりっこひろば（東部
子育て支援センター）
実施回数：2箇所　合計１８回
実施内容：親子ふれあい遊び・わらべ遊び、水遊び、新聞遊び、ミニ運動会、
音楽会等
②　子育てサークルの育成・援助の実施回数及び内容
瑛那ちゃんとその仲間たちサークル・わくわくサークル・絵本を語り隊サーク
ル・わんわんサークル
実施場所：西部子育て支援センター・中央子育て支援センター・東部子育て支
援センター内、その他公園や公共施設
実施内容：親同士の交流会親子制作、花見会、シャボン玉あそび、ハロウィン
ごっこ、お店屋さんごっこなど

・広場は新規参加者からも家庭ではできないこと、自分一人ではできないことができてよかったとい
う評価をいただいた。より一層内容の充実に向けて取り組んでいきたい。
・サークルの会員からは「家ではできないことをサークルで体験することができた。」「自分の好きなこ
とを子育て家庭に提供する中で様々な人に喜んでもらえて充実感があった。」「他の人のすることが
勉強になった。」などの良い評価をいただいた。仲間を増やしていくことに抵抗がある方もいるが、こ
れからもサークル継続の仲立ちや相談に応じて援助しながら充実した活動ができるよう努めていき
たい。新規サークルも立ち上がり継続している。

１（３） 児童館 子育て支援課
①乳幼児
②小中学生行事の参加者数

①乳幼児利用者数７館１日あたり167人
②小学生・中高生利用者数７館１日あたり105.5人

①乳幼児利用者数7館1日あたり175.5人
②小学生・中高生利用者数7館1日あたり100.8人

①乳幼児向け行事の参加者数
乳幼児利用者数7館1日あたり平均189.8人
②小中学生向け行事の参加者数
小学生・中高生利用者数7館1日あたり平均102.6人

①乳児向け行事の参加者数　                                                                             乳幼児利用者７館１
日あたり平均189.2人　                                                             ②小中学生向け行事の参加者数
小学生・中学生利用者数７館１日あたり平均102.4人

①乳児向け行事の参加者数　乳幼児利用者７館１日あたり平均160.0人
②中学生向け行事の参加者数 小学生・中学生利用者数７館１日あたり平均
90.8人

今後も引き続き、１８歳未満の児童の交流の場となるようにする。

１（４）
保育園・学校又
は近隣住民との
合同避難訓練

子育て支援課 ◇ 避難訓練の実施回数及び内容

①　避難訓練の実施回数及び内容
●実施回数●
市内公立１６園中、６園実施
●実施内容●
小･中学校や近隣の老人ホームさんと合同で、地震→津波→火災等を想定し、避難訓練を実施。

①　避難訓練の実施回数及び内容
●実施回数●
市内公立１６園中、７園実施
●実施内容●
小･中学校や近隣の老人ホームさんと合同で、地震・火災→津波等を想定し、避難訓練を実施。

避難訓練の実施回数及び内容
実施回数：市内公立１６園中、６園実施
実施内容：小･中学校や近隣の老人ホームさんと合同で、地震・火災→津波
等を想定し、避難訓練を実施。

合同訓練実施園数は昨年度と変わらなかった。、相手先の思いもあり、なかなか具体化できない現
状。地域懇談会等、学校や施設長と話す機会に園側から提案していけるとよい。

１（５）
青少年健全育
成地域活動推
進事業

青少年センター ◇ 活動実績

○補導員活動：地域補導員48人、校外補導員46人、特別補導員2
人を委嘱。27年度の街頭補導実施回数は延べ536回、従事人数延
べ1,375人、補導した少年は0人、店舗等への立ち入り指導は延べ
118回。
○青少年健全育成協力店：大型店舗、コンビニエンスストア、ゲーム
場、インターネットカフェ、カラオケ店等の遊戯施設及び子ども向け
店舗等を対象に、子どもたちの見守り、声かけ等を依頼。平成27年
度中に5店舗に承諾いただき、協力店は全部で61店舗。
○地域ふれあい活動：地域の子どもからお年寄りまでが参加できる
行事として実施している5月17日から11月30日までの期間に、48会
場、延べ13,543人が参加した。主な活動は、防災訓練、清掃活動、
運動会、盆踊りなど。
○スクールガード活動：スクールガードは、小学生の登下校時に子

・補導員活動：地域補導員48人、校外補導員46人、特別補導員2人を委嘱。28年度の街頭補導実施回数は延べ
543回、従事人数延べ1,293人、補導した少年は28人、店舗等への立ち入り指導は延べ10回。
・青少年健全育成協力店：大型店舗、コンビニエンスストア、ゲーム場、インターネットカフェ、カラオケ店等の遊戯
施設及び子ども向け店舗等を対象に、子どもたちの見守り、声かけ等を依頼。平成28年度中に6店舗に承諾いた
だき、協力店は全部で66店舗。
・地域ふれあい活動：地域の子どもからお年寄りまでが参加できる行事として実施している5月15日から11月20日
までの期間に、50会場、延べ14,503人が参加した。主な活動は、防災訓練、清掃活動、運動会、盆踊りなど。
・スクールガード活動：スクールガードは、小学生の登下校時に子どもたちの安全を確保する目的で各小学校に
設置されている。28年度の登録者数は全市で439人。主な登録者はＰＴＡ役員、保護者、地域住民、地域役職者
など。

・補導員活動：地域補導員48人、校外補導員46人、特別補導員2人を委嘱。29年度の街頭補導実施回数は
延べ515回、従事人数延べ1,186人、補導した少年は0人、店舗等への立ち入り指導は延べ2回。
・青少年健全育成協力店：大型店舗、コンビニエンスストア、ゲーム場、インターネットカフェ、カラオケ店等の
遊戯施設及び子ども向け店舗等を対象に、子どもたちの見守り、声かけ等を依頼。平成29年度中に1店舗に
承諾いただき、協力店は全部で65店舗。
・地域ふれあい活動：地域の子どもからお年寄りまでが参加できる行事として実施している5月14日から11月
19日までの期間に、47会場、延べ11,461人が参加した。主な活動は、防災訓練、清掃活動、運動会、盆踊り
など。

・補導員活動：地域補導員48人、校外補導員46人を委嘱。30年度の街頭補導実施回数は延べ463回、従事人数
延べ960人、補導した少年は　5人。
・青少年健全育成協力店：大型店舗、コンビニエンスストア、ゲーム場、インターネットカフェ、カラオケ店等の遊
戯施設及び子ども向け店舗等を対象に、子どもたちの見守り、声かけ等を依頼。協力店は全部で59店舗。
・地域ふれあい活動：地域の子どもからお年寄りまでが参加できる行事として実施している5月13日から11月19
日までの期間に、43会場、延べ11,952人が参加した。主な活動は、防災訓練、清掃活動、運動会、盆踊りなど。

・補導員活動：地域補導員48人、校外補導員46人を委嘱。元年度の街頭
補導実施回数は延べ441回、従事人数延べ930人、補導した少年は15
人。
・青少年健全育成協力店：大型店舗、コンビニエンスストア、ゲーム
場、インターネットカフェ、カラオケ店等の遊戯施設及び子ども向け店
舗等を対象に、子どもたちの見守り、声かけ等を依頼。協力店は全部で
59店舗。
・地域ふれあい活動：地域の子どもからお年寄りまでが参加できる行事
として実施している5月12日から11月17日までの期間に、43会場、延べ
13,706人が参加した。主な活動は、防災訓練、清掃活動、運動会、盆踊
りなど。

・補導員活動：地域補導員48人、校外補導員46人を委嘱。2年度の街頭
補導実施回数は延べ   回、従事人数延べ   人、補導した少年は  人
(年度末で確定)。
・青少年健全育成協力店：大型店舗、コンビニエンスストア、ゲーム
場、インターネットカフェ、カラオケ店等の遊戯施設及び子ども向け
店舗を対象に、子どもたちの見守り、声かけ等を依頼。協力店は全部
で59店舗。
・地域ふれあい活動：感染症拡大防止のため、多くの地区で中止が目
立っている。規模を縮小したり、参加者数を減らしたり、例年の活動
内容を変更しての実施となっている。

防犯パトロールの実施や防犯カメラの設置等により、市内の犯罪少年や不良行為少年は年々
減少している。当センターでの補導活動でも、問題行動を見かけることが少なくなってきて
いる。
地域ふれあい活動では、例年、盆踊り、防災訓練、清掃活動、運動会など、子どもからお年
寄りまでが参加できる活動を実施している。本年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め、行事のほとんどが中止となり、交流の場面がなくなってしまった。

１（７）
スポーツ少年団
活動事業

スポーツ推進課 ◇ 活動実績、参加者数

・交歓会
東三河スポーツ少年団交流会1回：参加者40人
ふれあいフェスティバル0回：雨天のため中止
交歓会実行委員会１回：参加者10人
・清掃活動　367人
・寒稽古
　　新春寒げいこ1/12～1/16　参加者延2,319人

・H27.6.7　 スポーツ少年団大会総合開会式（スポーツリレー）：参加者333人
・H27.6.20　東三河スポーツ少年団交流会：参加者90人
・H27.9.6　 清掃活動：雨天のため中止
・H27.11.8　ふれあいフェスティバル（交歓会）：雨天のため中止
・H27.12.6　体力テスト：参加者498人
・H27.12.20 駅伝大会：参加者460人
・H28.1.18～22 新春寒げいこ：参加者延2,329人

・H28.6.4　東三河スポーツ少年団交流会：参加者20人
・H28.6.12 スポーツ少年団大会総合開会式（スポーツラリー）：参加者415人
・H28.9.11 清掃活動：参加者382人
・H28.11.6　ふれあいフェスティバル（交歓会）：参加者232人
・H28.12.4　体力テスト：参加者490人
・H28.12.18 駅伝大会：参加者223人
・H29.1.16～20 新春寒げいこ：参加者延1,863人（閉会式は荒天のため中止）

・H29. 6.11　 東三河スポーツ少年団交流会：参加者40人
・H29. 6. 4    スポーツ少年団大会総合開会式（スポーツラリー）：参加者415人
・H29. 9.10   清掃活動  ：参加者561人
・H29.12. 3　 体力テスト：参加者535人
・H29.12.17   駅伝大会 ：参加者252人
・H30.  1.15～19 新春寒げいこ：参加者延2,178人
・毎年秋に実施している交歓会は本年度中止

・R02. 6.7   スポーツ少年団大会総合開会式（スポーツラリー）
・R02. 9.6   清掃活動
・R02.11.8　ふれあいフェスティバル（交歓会）　・R02.12. 6　 体力テスト
・R02.12.13   駅伝大会
・R03. 1.11～15 新春寒げいこ　　・東三河スポーツ少年団交流会は実施未定

・スポーツ少年団による活動は、子どもたちの健全な身体と精神の発育のた
め、また競技種目や学区の枠を超え、子ども同士で様々な交流を作る良い
機会となるため、今後も協力を続けていく。
・子どもの余暇の過ごし方の多様化等の流れの中にあって、毎年多くの参
加がある。スポーツ団体としての団結力の強さが現れている。
・令和元年度より団体数が１団増え、21団体となった。

・スポーツ少年団による活動は、子どもたちの健全な身体と精神の発育のため、また競技種目や学
区の枠を超え、子ども同士で様々な交流を作る良い機会となるため、今後も協力を続けていく。
・子どもの余暇の過ごし方の多様化等の流れの中にあって、毎年多くの参加がある。スポーツ団体
としての団結力の強さが現れている。
・令和元年度より団体数が１団増え、21団体となった。

１（８）
スポーツ教室･
出前講座事業

スポーツ推進課
◇ 各種教室数及び参加者数
◇ 出前講座実施回数及び参加者数

・開催教室数　：　23教室
・参加者数　　：　1,266人

・教育委員会主催教室
　４教室　１５７人（水泳、バドミントン、すもう、ユニホック教室）
・体育協会主催教室（教育委員会共催）
　１７教室　９１３人（ソフトテニス、卓球、バレーボール教室ほか）
・レクリエーション協会主催教室（教育委員会共催）
　１教室　２２人（ダンス教室）
・出前講座（スポーツ推進委員）
　４教室　１４０人（ダーツ、キンボール）
計　２６教室　１，２３２人

・教育委員会主催教室
　５教室　１８９人（水泳、バドミントン、すもう、ユニホック、ノルディックウォーキング）
・体育協会主催教室（教育委員会共催）
　１８教室　７７７人（ソフトテニス、卓球、バレーボール教室ほか）
・レクリエーション協会主催教室（教育委員会共催）
　１教室　２０人（ダンス教室）
・出前講座（スポーツ推進委員）
　７教室　１９９人（ダーツ、キンボール）
計３１教室　１，１８５人

・教育委員会主催教室
　５教室　２１９人（野球、ユニホック、すもう、バドミントン、水泳）
・体育協会主催教室(教育委員会共催）
　１８教室　７０１人（テニス、バレー、卓球、弓道教室ほか）
・出前講座（スポーツ推進委員）
　１２教室　８４７人（スナッグゴルフ、ペタンクほか）
・計３５教室　１，７６７人

・教育委員会主催教室
　５教室（野球、ふらば～るバレーボール、すもう、バドミントン、水泳）
・スポーツ協会主催教室(教育委員会後援）
　１８教室（テニス、バレー、卓球、弓道教室ほか）
・出前講座（スポーツ推進委員）（スナッグゴルフ、ペタンクほか）

・教育委員会主催の教室で昨年に引き続き野球教室を開催した。各教室は
スポーツ団体の協力を得て開催している。今後も継続していきたい。
・体育協会主催の教室の参加者数は前年度比で３９人減少した。しかし、体
育協会及び各競技の協会が熱心な指導、サポートをしていただくことで、多
くの方が楽しくスポーツに触れる機会を提供できており、受講者からも好評
を得ている。
・出前講座は、講座数、参加者数ともに減少したが、出前講座を受講した団
体が用具を借用し、自分たちでニュースポーツを実施する機会を作るように
なった。今後も出前講座でニュースポーツを普及しながら、各団体のニュー
スポーツに触れる機会を提供したい。

・教育委員会主催の教室で昨年に引き続き野球教室を開催した。各教室はスポーツ団体の協力を
得て開催している。今後も継続していきたい。
・体育協会主催の教室の参加者数は前年度比で３９人減少した。しかし、体育協会及び各競技の協
会が熱心な指導、サポートをしていただくことで、多くの方が楽しくスポーツに触れる機会を提供でき
ており、受講者からも好評を得ている。
・出前講座は、講座数、参加者数ともに減少したが、出前講座を受講した団体が用具を借用し、自
分たちでニュースポーツを実施する機会を作るようになった。今後も出前講座でニュースポーツを普
及しながら、各団体のニュースポーツに触れる機会を提供したい。

１（９）
老人クラブ育成
事業

長寿課 ◇会員数 ① 平成２７年４月１日現在　市内５４クラブ３，２８３人 平成２８年４月１日現在　市内５５クラブ３，２８０人 ① 平成２９年４月１日現在　市内５５クラブ３，２４０人 ① 平成３０年４月１日現在　市内５５クラブ３，１２７人 9月30日現在の会員数は把握していません。 令和2年4月1日現在　市内５５クラブ２，９４６人
会員数の減少と会員の高齢化が課題。新規加入促進のイベント等を継続開催し、会員数の増加に
努める。

子ども単独で集めて行う講座（事業）よりも、親子参加型の講座（事業）が好評であり、家庭教育の
観点からは十分に評価できる内容を実践していただいている。ただ、今後は今まで以上に子どもの
居場所作り（土曜日教室）などを意識した取り組みが求められるわけだが、各公民館とも講座内容
については、講師選択含め苦慮している。

参加対象を”子ども”と限定せずに全年齢を対象とし、幅広く参加者を募っている講座もあり、講座を
通じた、世代間交流も実施できている。

「公民館はどういう場所なのか？」と思われている方が多く、特に若い世代に利用してもらえるように
していきたい。
各課の行事の会場で使用してもらうと良い。

① 蒲郡公民館　子どもクッキング教室2回48人、蒲郡少年少女合唱
団2回42人
② 小江公民館　子どもマジック練習3回20人、蒲郡少年少女合唱
団3回69人
③ 府相公民館　親子軽スポーツ大会4回270人、子ども日本舞踊9
回135人
④ 東部公民館　子ども卓球教室16回224人、子ども絵手紙教室4回
108人
カルタ・百人一首大会1回49人
⑤ 北部公民館　お茶っこクラブ10回181人、お話広場9回78人、子
ども筝曲教室8回80人
⑥ 西部公民館　ホタル観賞会1回20人、自然観察と体験学習1回11
人
楽しい親子の料理教室1回、友達と一緒に人形劇を見よう1回、合計
で65人
楽しい親子の読書会1回48人、新春百人一首大会1回80人

① 蒲郡公民館　子どもクッキング教室2回48人
② 小江公民館　子どもクリスマス会1回77人、子ども卓球教室4回22人
③ 府相公民館　子ども日本舞踊1回25人
④ 東部公民館　カルタ・百人一首大会1回33人
⑤ 北部公民館　お茶っこクラブ10回116人、お話広場10回838人、子ども筝曲教室14回200人、親子ふれあいグ
ラウンドゴルフ1回21人
⑥ 西部公民館　児童講座3回133人
⑦ 三谷公民館　子ども卓球教室24回447人、子ども工作教室3回57人
伝統文化子ども教室16回535人、親子クッキング4回49人
⑧ 塩津公民館　子ども将棋教室24回230人
⑨ 大塚公民館　親子田植え体験教室1回26人、親子稲刈り体験教室1回30人
親子・子ども料理教室1回22人、親子餅つき体験教室1回44人
子ども料理教室1回10人
⑩ 形原公民館　親子教室8教室10回258人
⑪ 西浦公民館　子ども料理教室1回14人

① 蒲郡公民館　子ども豆まき大会1回250人
② 小江公民館　子どもクリスマス会1回62人
③ 東部公民館　カルタ・百人一首大会1回38人、昔の遊びを伝える会1回56人
④ 北部公民館　お話広場8回62人お茶っこクラブ11回153人、子ども筝曲教室10回242人
　　　　　親子ふれあいグラウンドゴルフ1回49人
⑤ 西部公民館　児童講座13回229人
⑥ 三谷公民館　子ども卓球教室24回550人、子ども工作教室3回37人
伝統文化子ども教室15回525人、親子クッキング4回56人
⑦ 塩津公民館　子ども将棋教室22回155人
⑧ 大塚公民館　親子田植え体験教室1回26人、親子・子ども料理教室1回18人
親子餅つき体験教室1回26人、子ども料理教室1回11人
⑨ 形原公民館　親子教室7教室20回371人、自由学習室16回43人
⑩ 西浦公民館　子ども教室6教室6回90人

① 蒲郡公民館　子ども豆まき大会1回280人
② 小江公民館　子どもクリスマス会1回57人
③ 東部公民館　カルタ・百人一首大会1回31人、昔の遊びを伝える会1回50人
④ 北部公民館　お話広場9回69人お茶っこクラブ10回131人、子ども筝曲教室7回157人、親子ふれあいグラウン
ドゴルフ1回51人
⑤ 西部公民館　児童講座4回220人
⑥ 三谷公民館　子ども卓球教室24回596人、親子工作教室3回57人
⑦ 大塚公民館　親子田植え体験教室1回41人、親子料理教室1回21人
親子餅つき体験教室1回46人、子ども料理教室1回12人
⑧ 形原公民館　親子教室5教室14回289人、自由学習室12回26人
⑨ 西浦公民館　子ども教室5教室5回99人

１（６）
公民館等の体
験教室事業

生涯学習課
◇ 市内11地区の公民館が実施している自
主事業

① 蒲郡公民館　子ども豆まき大会1回152人
② 小江公民館　子どもお菓子作り1回15人、子どもクリスマス会1回42人
③ 東部公民館　読み聞かせ4回75人
④ 北部公民館　お話広場、お茶っこクラブ、親子ふれあいグラウンドゴルフ等
56回1,382人
⑤ 西部公民館　自然観察と体験講座5回143人
⑥ 三谷公民館　大島フェスティバル1回700人、子ども工作教室1回21人
⑦ 塩津公民館　しおつファミリーコンサート1回200人
⑧ 大塚公民館　男・親子料理教室2回29人
⑨ 形原公民館　親子教室3回、科学教室2回、かんたん工作教室2回等306人
⑩ 西浦公民館　子ども民謡教室、親子料理教室2回24人
⑪ 府相公民館　ワクワク大作戦　6回228人



１（１０）
家庭介護者交
流事業

長寿課 ◇ 参加者数
① 家族介護教室　(介護者のつどい)
平成２６年度　実施日数１１日　参加者数延べ２１６人

・家族介護教室　(介護者のつどい)
平成２７年度　実施日数１１日　参加者数延べ１５８人
平成２７年度　交流事業日帰りバス旅行　参加者２４名

 ① 家族介護教室　(介護者のつどい)
平成２８年度　実施日数１１日　参加者数延べ　　１２０人
平成２８年度　交流事業日帰りバス旅行　参加者　　２１名

①家族介護教室　(介護者のつどい)
実施日数１１日　参加者数延べ　　１２６人
交流事業日帰りバス旅行　参加者　　２１名

① 家族介護教室　(介護者のつどい)
実施日数１１日　参加者数延べ　　１３６人
交流事業日帰りバス旅行は、新型コロナウィルス感染症拡大防止により
中止

① 家族介護教室　(介護者のつどい)
４、５月は中止。６月参加者　１３人

平成２８年度から、通常の参加者以外にも積極的に参加してもらえるよう、市町村振興協会
の講師派遣制度を利用した研修会を実施することとし、広報等でも呼びかけ、参加者の増加
につながった。

１（１１）
認知症家族介
護支援事業

長寿課
（令和元年度

から
健康推進課）

◇ 参加者数

・認知症家族教室（Ｈ26年度より実施）参加者数
実施日数５日　参加者数延べ５８人
・認知症家族支援プログラム（Ｈ27年度より実施）参加者数
実施日数６日　参加者数延べ５６人

①認知症家族教室（Ｈ26年度より実施）参加者数
実施日数１２日　参加者数延べ １８９人
②認知症家族支援プログラム（Ｈ27年度より実施）参加者数
実施日数６日　参加者数延べ　　 ６４人

①認知症家族教室（Ｈ26年度より実施）参加者数
実施日数１２日　参加者数延べ ２０９人
②認知症家族支援プログラム（Ｈ27年度より実施）参加者数
実施日数６日　参加者数延べ　　 ３９人

①認知症家族交流会　実施回数年11回　参加延人数83人
②認知症家族支援プログラム　実施回数年6回　参加延人数57人

①認知症家族交流
②認知症家族支援プログラム

認知症の介護家族が気楽に悩みを相談し、情報交換することで介護ストレスの軽減を図るこ
とを目的に開催している。広報・ちらし配布などで周知を行っているが、今後も更に地域包括
支援センターやケアマネジャーと連携して周知し、参加者数増加につながるよう努める。

１（１２）
認知症カフェ
事業

長寿課 ◇ 設置ヵ所数 実施なし 実施なし

①脳び脳びカフェ
開催回数　１２回　参加者数延べ　２７６人
②オレンジカフェ
開催回数　１０回　参加者数延べ　　９６人

①みらいあＩカフェ（法人運家へ移行）
その他、法人運営として３か所開催あり。

①認知症カフェ「shine」をなごみの郷に新設予定している（塩津包括主
催）その他、法人運営として３か所開設あり

認知症の本人とその家族が、気軽に集える場所を設けることを目的に開設。地域包括支援セ
ンター区域ごとに１か所の設置を目指している。今後も一般高齢者が集うサロンとの差別化
を図りながら、開設場所を増やしていけるよう努める。

１（１３）
老人福祉セン
ター「寿楽荘」

長寿課
◇ 利用者数、公認クラブ教室数及び参
加者数

① 利用者数　４５，１６７人（ふれあい入浴利用者含む）
② 公認クラブ教室数　７クラブ２，２３７人

① 利用者数　４３，０７３人
（内、ふれあい入浴3,586人）
② 公認クラブ教室数　７クラブ２，０５２人

① 利用者数　３９，８８５人（ふれあい入浴利用者含む）
② 公認クラブ教室数　７クラブ２，３７２人

① 利用者数　３７，６１５人（ふれあい入浴利用者含む）
② 公認クラブ教室数　７クラブ２，５０９人

９月３０日現在実績
①　利用者数１６，５３２人（ふれあい入浴利用者含む）
②　公認クラブ教室数　７クラブ１，０６８人

令和2年3月31日現在実績
①　利用者数３０，２１７人（ふれあい入浴利用者含む）
②　公認クラブ教室数　７クラブ１，９０８人

高齢化に伴い自力で寿楽荘に来られない利用者の利便を図るため、令和２年４月から毎週
月曜日と木曜日に寿楽荘と三河三谷駅間の送迎バスの運行を開始した。

１（１４）
生きがいセン
ター

長寿課 ◇ 生きがいセンター活性化計画の策定

・月替わりに催事を開催
・ 生きがいセンターまつり７月１３日 開催　参加者
野菜即売会・模擬店・音楽コンサート・演技・カラオケ発表会・作
品展・バザー・フリーマーケット
参加者　約800名

・月替わりで計１４イベントを開催
・生きがいセンターまつり　７月１２日 開催
野菜即売会・模擬店・音楽コンサート・カラオケ発表会・作品展・バザー・フリーマーケット　など
参加者　約８００名

① 月替わりで計１５イベントを開催
② ７月１０日 開催　参加者　約８００名
野菜即売会・模擬店・音楽コンサート・カラオケ発表会・作品展・フリーマーケット　など

① 月替わりで計８イベントを開催
② ７月９日 開催　参加者　約７００名
野菜即売会・模擬店・音楽コンサート・カラオケ発表会・作品展・フリーマーケット　など

９月３０日現在
① 月替わりで計２イベントを開催（展示など）
② ７月１４日 開催　 参加者　約５００名
野菜即売会・模擬店・音楽コンサート・カラオケ発表会・作品展・フリー
マーケット　など

令和２年３月３１日現在
①月替わりでイベントを開催（展示、コンサートなど）
②令和元年７月１４日 開催　参加者　約５００名
野菜即売会・模擬店・音楽コンサート・カラオケ発表会・作品展・フリー
マーケット　など

今後も引き続き、高齢者の生きがいづくりや地域交流の場となるようにする。

１（１５）
がまごおり協
働まちづくり基
金事業

協働まちづくり
課

◇ 活動実績
はじめの一歩部門　３件
ほとばしる情熱支援部門　５件

はじめの一歩部門　３件
ほとばしる情熱支援部門　５件

はじめの一歩部門　２件
ほとばしる情熱支援部門　４件

はじめの一歩部門　４件
ほとばしる情熱支援部門　２件

はじめの一歩部門　２件 はじめの一歩部門　１件（予定）

令和年度は、はじめの一歩部門で不登校の保護者が中心となった団体「Home
Education学校へ行っていない子の会」が、映画上映を通じ、理想の学校についての話
し合いや座談会を行いました。多様な人々が意見交換をすることで、当事者の保護者
は自分一人で抱え込まないことや不登校の子どもたちについて多くの理解者を増やす
ことができました。

１（１６）
地域交流拡大
事業

協働まちづくり
課

◇ 活動実績
ひと・人・ヒトヨットレースの開催。
パラピンピックセーリング日本代表チームの練習実施。 ひと・人・ヒトヨットレースの開催。 ひと・人・ヒトヨットレース（ひと・人・ヒト２ＤＡＹＳ大会)の開催 ひと・人・ヒトヨットレース（ひと・人・ヒト２ＤＡＹＳ大会)の開催 実施せず 実施せず

過去はひと・人・ヒトヨットレース（ひと・人・ヒト２ＤＡＹＳ大会)の開催実施
大会運営のあり方について見直しを行った。

１（１７）
地区社協拡大
事業

社会福祉協議
会

◇ 地区社協の設立数
【平成29年度現在 1地区(大塚地区)】

総代区ごとに説明をしたが、設立までには至らない。

総代区を回り、地区社協設立の意義・効果等について説明をしたが、新たな地区社協の設立には至らな
かった。
＜理由＞
①　総代・民生委員等の更なる負担増。
②　各行事に対する予算・人員等の確保なしに継続していくことは困難。
③　公民館運営推進協議会など地区社協と似た構成員の組織が既存。

すでに活動している大塚地区社協「あったかネット大塚」は年４回の会議を行っている。地域の行事に
参加を呼びかけ自分対地の街は、自分たちでをスローガンに地域福祉に貢献している。
しかし、地区社協拡大事業につながらない。

すでに活動している大塚地区社協「あったかネット大塚」は
年３回の会議を行い横のつながりを大事にしています。そして、
地域の行事に参加を呼びかけ、「自分達の街は、自分たちで」
をスローガンにして地域福祉へ貢献しています。また、地域の
「いきいきサロン」へは継続的に運営していけるように支援して
おり、そこから出てくる地域の方の意見を会議にて拾い上げている。他地区においては、関係者へ折をみ
て話をするも地域での
負担が大きいということで地区社協設立までには至っていません。

現在活動している地区社協は大塚の「あったかネット大塚」で年３回の会
議を開催しています。他地区においては、関係者への事務負担が大き
いため立ち上げまで至っていません。

※今後の展開として（実績ではなく）
第３期計画には地区社協拡大事業から生活支援体制整備事業へ変更
して進めます。現在、生活支援コーディネーターにより市内１１ヶ所（公
民館単位）で展開している「支え合いの座談会」により地域課題につい
て話し合いを毎月行っている。
→第3期計画には事業を入れない

現在、地域の核となって活動している総代、民生委員、ボランティアに今まで以上に負担を求
めるのは重荷になることや、設立の必要性は理解できるが、各行事にたいする適切な予算
や、それをまとめていく人材確保なしでは、設立は難しく、地区社協拡大事業につながりませ
ん。
また、平成２９年度より生活支援体制整備事業にて「生活支援コーディネーター」と「協議体」
という地域の核となる話し合いの場を推進していくということもあり、今後地区社協拡大ではな
く地区社協自体のあり方についても考えていく必要があると思われます。

１（１８）
いきいきサロン
普及事業

社会福祉協議
会

◇ サロンの設立数
　平成28年度は　14団体
　令和2年度は　  18団体

のべ回数は、１４団体で１６８回、延べ3,874人が参加した のべ回数は、１４団体で１７７回。１団体平均１２回／年
サロンの設立数は、平成２８年度は２７年度から変動なく、１４団体。のべ回数は、１４団体で１７１回。
１団体平均１２回／年

・のべ回数は、１８団体で２３２回。１団体平均１２回／年
※詳細は別紙参照。

・のべ回数は、２４団体で４１７回。１団体平均１７回／年
※詳細は別紙参照。

・各サロンで、それぞれ特色のある活動が行われています。
・団体数、開催数、参加人数は増加しています。
・今後も会館の老朽化等による閉鎖が予想される為、新たな拠点を確保する事が重要になる
と思われる。

１（１９）
高齢者レクリ
エーション大会
事業

社会福祉協議
会

◇ 高齢者ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝは家から外出し、
一日楽しく過ごせる事業です。

① 平成２６年１１月７日実施　１，０９７人
演芸出演者数43組、184名

平成27年度１１月5日開催　参加者数1,118名
演芸出演者数41組、156名 ① 平成２８年１１月１１日実施　１，０７５人

　　・平成２９年１１月１日実施
　　於:蒲郡市民会館大ホール　式典、舞踏、カラオケ等　１，０８９人参加

・令和元年１１月７日実施
　於:蒲郡市民会館大ホール　式典、舞踏、カラオケ等　１，０５８人参加

・市民会館大ホールにて、式典、舞踊、カラオケ等を楽しみました。

１（２０）
地区敬老行事
助成事業

社会福祉協議
会

◇ 地区敬老事業へ助成を行って
　います。

平成２６年度実績６，１３０名分（助成金額２，９７３，０５０円） 平成２７年度は６，４６９名分（助成金額２，９７５，７４０円）

市内８０歳以上の高齢者に敬老行事のために、１人４３０円を社協から共同
募金配分金を財源に助成金を出している。
　平成２８年度は６，８３１名分の２，９３７，３３０円。

・市内８０歳以上の高齢者に敬老行事のために、１人４１０円を
社協から共同募金配分金を財源に助成金を出している。
・平成29年度は7,103名分の2,912,230円です。
・配分はしない11ヶ所の公民館に別紙のような配分をしました。

・市内８０歳以上の高齢者に敬老行事のために、１人３９０円を
　社協から共同募金配分金を財源に助成金を出している。
・令和元年度は7,473名分の2,914,470円です。

・当市も全国同様に高齢化が進んでおり、社協の行う地域での敬老行事助成金は地域のた
めの支援と言えます。しかし、財源も限りが有り、年々４００名が増えるため、このままでは継
続が厳しくなります。
・平成３０年度はさらに対象者が増えるため、年齢を上げるのではなく、１人当りの助成金を
下げて、対処します。

１（２１） 勤労福祉会館
社会福祉協議

会 ◇ 利用者の満足度

　勤労福祉会館の登録団体は、平成２７年３月３１日現在３１４
団体の登録加盟となっております。駐車場は少し狭く、利用者
様にはご迷惑をお掛けしていますが、公用車等は蒲郡南部小
学校もお借りして、職員一丸となって利用者様のために取り組
んでいます。
また、高齢者、障がい者施設であるのに、トイレに手すりがな
かったので、平成２６年度には大便器室内に手すりを設置し
た。そして、１機ではあるがウォシュレットの洋式便器の設置を
行い、今後増設していく予定です。

・勤労福祉会館の登録団体は、平成２８年３月３１日現在２９０団体の登録加盟。
・駐車場が狭く、利用者が駐車できない事もあるが、公用車等の駐車場所として蒲郡南部小学校も借りる
等、利用者の利便性向上に向け取り組んでいる。
・高齢者、障がい者施設として、様式便座（ウォシュレットの洋式）の設置を今後増設していく予定。

勤労福祉会館の登録者数は平成２９年３月３１日現在３１６団体の登録加盟となっております。駐車場
が狭く利用者に迷惑を掛けていますが、職員で対応しております。そして、職員の窓口対応にも注意
し、言葉づかい、服装、髪型など気を付けています。また、地域に愛される勤労福祉会館をスローガン
に、夜間での駐車場開放も行っています。
　年間の部屋の貸館回数/４，０７２回　ヘルストロン利用者年間/８，７０４人
開館日数年間/３５９日

・勤労福祉会館の登録者数は平成３０年３月３１日現在３０６団体の登録加盟となっております。駐車場
が狭く利用者に迷惑を掛けていますが、職員で対応しております。そして、職員の窓口対応にも注意し、
言葉づかい、服装、髪型など気を付けています。また、地域に愛される勤労福祉会館をスローガンに、夜
間での駐車場開放も行っています。
・年間の部屋の貸館回数/３，７０３回
　ヘルストロン利用者年間/９，０８８人
　開館日数年間/３５９日

・年間の部屋の貸館回数/３，５２６回
　ヘルストロン利用者年間/６，４４５人
　開館日数年間/３３９日

平成２９年度は事故も苦情も一件もございません。ただし、駐車場に関しては、利用者様に多
大なご迷惑をお掛けしていますが、福祉の心の「お互い様」にてご理解とご協力をいただいて
おります。
そして、地域に愛される、市民に愛される勤労福祉会館を目指してまいります。



基本目標２　現在、そして将来の福祉や地域活動を担う人をつくる、増やす

事業名 実施主体 評価指標 平成26年度実績 平成27年度実績（参考：第１期地域福祉計画） 平成28年度実績 平成29年度実績 令和元年度実績 令和２年度実績 進捗の評価

２（１）
こんにちは赤
ちゃん訪問員育
成事業

健康推進課
①フォローアップ研修開催回数②こんにちは
赤ちゃん訪問員数③参加者数

こんにちは赤ちゃん訪問員人数26人
こんにちは赤ちゃん訪問員家庭訪問数（平成26年度）184件

① フォローアップ研修開催回数：４回（うち1回は他市との交流会）
② 参加者数：実人数26人、延人数66人
（当年度は養成講座を実施したため、年度途中より訪問員が2名増員）

① フォローアップ研修開催回数：４回（うち1回は他市との交流会）
② こんにちは赤ちゃん訪問員数：24人
③ 参加者数：実人数24人　延人数66人

①年３回 ②こんにちは赤ちゃん問員24名③参加実人数２４人・延べ５５人 ①フォローアップ研修　年3回
②赤ちゃん訪問員数　22人

①フォローアップ研修　年2回
②赤ちゃん訪問員数　22人

生後4か月までの乳児のいる家庭の全戸訪問を実施しているが、第2子以降の乳児のいる家庭を中
心に赤ちゃん訪問員が家庭訪問を行っている。保護者が安心して子育てができるよう、情報提供を
はじめ訪問活動が円滑にできるために赤ちゃん訪問員に対するフォローアップ研修を継続して実施
していきたい。

２（２）
健康づくりいっ
しょにやろまい
会

健康推進課

①健康づくりいっしょにやろまい会地区活動
実施数・活動人数・住民参加者数
②市内イベント等での活動及び保健事業へ
の協力実施数・活動人数

① 地区活動実施数：34回・活動人数：146人・住民参加者数：866人
② 実施数：16回　活動人数：38人

① 地区活動実施数：28回・活動人数：119人・住民参加者数：940人
全体活動実施数：3回（市内全体ウォーキング2回・ノルディック講習会1回）住民参加者数133人
② 実施数：15回　活動人数：26人

① 地区活動実施数：35回・活動人数：151人・住民参加者数：902人
全体活動実施数：3回（市内全体ウォーキング2回、ノルディック講習会1回）・活動人数：33人・住民参加者数：
164人
② 実施数：14回　活動人数：25人

① 地区活動実施数：32回・活動人数：157人・住民参加者数：924人
全体活動実施数：3回（市内全体ウォーキング2回、ノルディック講習会1回）・活動人数：47人・住民参加者数：163
人
② 実施数：12回　活動人数：17人

① 活動実施数：地区30回・全体6回（市内全体ウォーキング2回、ノルディック
講習会1回)・役員会11回
　活動人数：延161人　・　住民参加者数：延250人
② 実施数：11回　活動人数：22人

①健康づくりいっしょにやろまい会地区活動実施数　活動人数　52人　住民
参加者数
②市内イベント等での活動及び保健事業への協力実施数・活動人数

市民の健康づくりの波及効果を促すための健康づくりいっしょにやろまい会の活動も定着してきてい
る。今後も地区および全体活動が円滑に行えるよう、会員の活動継続意欲及び健康意識の維持継
続できるよう支援をしていきたい。

２（３）
食生活改善推
進員事業

健康推進課

◇　食生活改善推進員保健事業・委託事業
への協力
実施回数、活動人数、参加者数
◇　食生活改善推進員会員数
◇　食生活改善推進員教育事業・再教育事
業

・食生活改善推進員地区活動実施回数・人数
保健事業・委託事業への協力：66回
活動人数　　　　　　　　　：270人
参加者数　　　　　　　　　：1,100人
・食生活改善推進員再教育事業
教室開催回数：４回（３回目は２日間に分け実施）
教室参加人数：２３４人

・食生活改善推進員地区活動実施回数・人数
保健事業・委託事業への協力：72回
活動人数　　　　　　　　　：280人
参加者数　　　　　　　　　：1,263人
・食生活改善推進員再教育事業
教室開催回数：9回
教室参加人数：9人　・　72人(延べ)

・食生活改善推進員地区活動実施回数・人数
保健事業・委託事業への協力：84回
活動人数　　　　　　　　　：281人
参加者数　　　　　　　　　：1,341人
・食生活改善推進員再教育事業
① 教室開催回数：４回(３回目は２日間に分けて実施)
② 教室参加人数：２００人(延べ)

・保健事業・委託事業への協力
実施回数　　　　　　　　　：67回
活動人数　　　　　　　　　：174人
参加者数　　　　　　　　　：1703人
・食生活改善推進員会員数：71人
・食生活改善推進員教育事業
教室開催回数：9回
教室参加人数：14人　・　99人(延べ)

①委託事業の実施回数7回・参加者延人数264人　市の保健事業の協力実施
回数44回・活動人数83人　食育キャラバン隊　実施回数10回・参加人数555
人
②食生活改善推進員会員数　70人
③食生活改善推進員育成教室　全8回実施　育成実人数17人

①
②食生活改善推進員会員数　80人
③食生活改善推進員再教育事業　　実施
食生活改善推進員育成教室　隔年で開催（令和3年度実施予定）

地域を根付いた食生活を中心とした健康づくりの普及活動を実施している。保健事業の協力、イベ
ント参加など地区活動だけでなく、全体活動も定着してきている。現在、男性の食生活改善推進員も
おり、活動の幅も広がってきている。今後も活動が円滑に実施していけるよう連携及び支援をしてい
きたい。

２（４）
ボランティア・職
場体験・実習生
の受け入れ

子育て支援課
◇　ボランティア・職場体験・実習生の受け
入れ実施回数・内容

ボランティア　１６園中１２園　延べ回数５６回
　内容：交通安全教室・影絵・不審者訓練・老人とのふれあい
　　　　　　　　　　読み聞かせ等
職場体験　　　１６園中１６園受け入れ　延べ回数４２回
　内容：中学校　高校生受け入れ
実習生　　　　１６園中１６園受け入れ　延べ回数５８回
　内容：保育士養成校・高校生受け入れ　家庭科実習

ボランティア　１６園中１２園　延べ回数３３回
内容：学生とのふれあい・もちつき・草刈り・人権擁護教室
　　　交通安全教室・夏祭り・老人とのふれあい・ペンキ塗り
　　　読み聞かせなど
職場体験　　　１６園中１６園受け入れ　延べ回数２６回
　内容：中学校　高校生受け入れ
実習生　　　　１６園中１６園受け入れ　延べ回数６３回
　内容：保育士養成校・高校生受け入れ　家庭科実習・看護学生

・ボランティア
　１６園中１０園　延べ回数４６回
　内容：学生とのふれあい・芝刈り・人権擁護教室、果実の世話　食育推進活
動(食物キャラバン隊)・学生とのふれあい読み聞かせなど
・職場体験
　１６園中１３園受け入れ　延べ回数２１回
　内容：中学校＝高校生受け入れ　実習生＝１６園中１６園受け入れ、延べ回
数４３回
　内容：保育士養成校・高校生受け入れ、歯科衛生士養成校、看護学生

ボランティア・実習生等積極的に受け入れている。数が減った箇所は、依頼そのものが減った為。食
育活動、人権擁護活動も子供向けに教室を開いくれている。今後も数園ずつ来てくれる予定とのこ
となので積極的に受け入れていきたい。

２（５）

子ども・若者育
成支援ネット
ワーク協議会推
進事業

青少年センター

◇　実務者（ケース）会議の開催実績及び相
談件数
◇　講習会（研修会）の開催
◇　子ども・若者相談窓口相談件数

① 実務者会議開催状況
6/6(月)参加者28人、8/31(水)参加者25人、2/22(水)参加者25人

②研修会参加者数
研修会1/28（土）演題「カウンセラーから見える若者支援」　講師：臨床心理士　石川健司氏　参加者60人

③相談件数：平成28年6月8日開設。相談日：月・水・金の週3日9:00～16:00相談員：1名　相談延べ件数167回
実人数22人　主な相談：小中学生の不登校、高校生の進路変更、ひきこもり

① 実務者会議開催状況
6/7(水)参加者28人、8/21(月)参加者32人

②研修会参加者数
研修会1/29（月）演題「ひきこもり・不登校への若者への支援」　講師：新城市基幹相談支援センター　渡辺竜夫
氏　参加者60人

③相談件数
相談日：月・水・金の週3日9:00～16:00相談員：1名　相談延べ件数561回　実人数44人　主な相談：小中学生の
不登校、高校生の進路変更、ひきこもり

① 実務者会議開催状況
6/17(月)参加者25人、8/19(月)参加者26人

②研修会参加者数
研修会11/25（月）演題「ひきこもりの若者への支援」　講師：NPO法人
青少年自立援助センター北斗寮理事長　鈴木法政氏　参加者41人

③相談件数
相談日：月・水・木・金の週4日9:00～16:00　相談員：2名　相談延べ
件数　429回　実人数　46人　主な相談：小中学生の不登校、ひきこも
り

①　実務者会議開催状況
感染症拡大防止のため、開催せず

②　研修会参加者数
感染症拡大防止のため、開催せず

③　相談件数
相談日：月・水・木・金の週4日9:00～16:00　相談員：2名　相談延べ
件数　回　実人数　人　主な相談

ひきこもりの相談は、家族の来所相談から始まり、相談を重ねることでまず家族が元気を取
り戻し、その姿を本人に見てもらうことで、本人が相談を求めることを目指しているため、
息の長い支援が必要となる。
現時点では対面での相談を基本としているが、病気の感染を心配するあまり、相談をためら
うことも考えられる。そこで、令和2年度中を目標にメール相談とオンライン相談ができる
ように準備を進めている。

２（６）
介護予防サ
ポーター養成・
活動支援事業

長寿課
（令和元年度か
ら健康推進課）

◇ サポーター数 平成２７年３月３１日現在　６３人 平成２８年３月３１日現在　５４人 平成２９年３月３１日現在　４８人 平成３０年３月３１日現在　４８人

①サポーター数　60人
②介護予防サポーターフォローアップ研修　実施回数年3回　参加延人数73
人
③介護予防サポーター養成研修　実施回数年2回　受講延人数39人

①サポーター数　60人
②介護予防サポーターフォローアップ研修　実施回数年3回　参加延人数73
人
③介護予防サポーター養成研修　実施回数年2回　受講延人数39人

介護予防サポーターの養成講座について、平成２７年度に実施したが、毎年実施しても参加者が集
まらないと、平成２８、２９年度は実施を見送り、平成３０年度に研修を実施している。新規の養成を
しないと、体調不良等で会員数は減少していく。



２（７）
認知症サポー
ター養成事業

長寿課 ◇ サポーター養成数
・養成講座開催数　２７回
・年間延養成者数　６８４人
・養成人数累計（Ｈ１９年度～）　３，９９２人

・養成講座開催数　２４回
・年間延養成者数　８６３人
・養成人数累計（Ｈ１９年度～）　４，８５５人

・養成講座開催数　１８回
・年間延養成者数　５４３人
・養成人数累計（Ｈ１９年度～）　５，４０３人

・養成講座開催数　１９回
・年間延養成者数　８４７人
・養成人数累計（Ｈ１９年度～）　７，２９８人

新型コロナウィルス感染症拡大防止により、６月末現在講座の実施なし
令和２年度からは、認知症サポーター養成講座受講者の中から有志を募り、「フォローアップ研修」
を開催予定。フォローアップ研修を受講後は、地域で認知症高齢者を支援するボランティアとして活
動できるよう支援していく予定。

２（８）

介護支援ボラン
ティア（ボラン
ティアポイント）
事業

長寿課
◇ 活動会員数
◇ 活動ポイント数

事業実施なし
（平成２８年７月～活動開始）
・活動会員数　５１人
・活動ポイント数　総計　２０９ポイント

・活動会員数　８７人
・活動ポイント数　総計　１，１１３ポイント

・登録会員数　１０９人
・活動ポイント数　総計　１，３２３ポイント

新型コロナウィルス感染症拡大防止により、６月末現在活動実施なし
ボランティア活動を行う会員数及び活動ポイント数ともに伸びている。
今後も活動するボランティアが増えるよう周知に努めていく。

２（９）
がまごおり市民
まちづくりセン
ター

協働まちづくり
課

◇ 利用団体数
◇ 活動支援実績

登録団体　１２２団体
利用件数　３，４９４件　相談件数　１，３０６件

登録団体　１１９団体
利用件数　２，８６０件　相談件数　１，２３４件

・登録団体数　　　１２４団体
・利用件数　　３，０５６件
・相談件数　　１，２５７件

・登録団体数　１２６団体
・利用件数　　２，９６４件
・相談件数　　１，２４８件

・登録団体数　１２６団体
・利用件数　　２，５７８件
・相談件数　　１，７２４件

・登録団体数　１２６団体
・利用件数　　　　　　　件
・相談件数　　　　　　　件

・登録団体は横ばいですが、解散する団体があれば新規に登録する団体もあります。団体同
士の交流や、勉強会などを実施し、団体のスキルアップに努めています。

２（１０）
ボランティアセ
ンター機能強化
事業

社会福祉協議
会

◇ ボランティアセンターへの相談件数
◇ ボランティア連絡協議会事務局
◇ 機関紙・ホームページなどで啓発
◇ ボランティア活動保険加入業務

① 平成26年度 ボランティアコーディネート等の相談件数72件
② 総会年1回、委員会年12回開催
③ 社協だより79号(５月)・80号(8月)・81号(1月)を発行し、全戸配布
(各号28,500部発行）
④ ボランティア活動保険加入者数754名
ボランティア行事用保険加入者数（第32回福祉まつり574名）

① 平成27年度 ボランティアコーディネート等の相談件数72件
② 総会年1回、委員会年12回開催
③ 社協だより82号(５月)・83号(8月)・84号(1月)を発行し、全戸配布
(各号28,500部発行）
④ ボランティア活動保険加入者数約1,500名
ボランティア行事用保険加入者数（第33回福祉まつりなど、660名）

① 平成28年度 ボランティアコーディネート等の相談件数48件
② 総会年1回、委員会年12回開催
③ 社協だより85号(５月)・86号(8月)・87号(1月)を発行し、全戸配布(各号28,500部発行）
④ ボランティア活動保険加入者数約1,812名
ボランティア行事用保険加入者数（第34回福祉まつりなど、920名）

① 平成29年度 ボランティアコーディネート等の相談件数35件
② 総会年1回、委員会年12回開催
③ 社協だより88号(５月)・87号(8月)・89号(1月)を発行し、全戸配布(各号28,500部発行）
④ ボランティア活動保険加入者数約1,807名
ボランティア行事用保険加入者数（第35回福祉まつりなど、1,649名）

③ 社協だより94号(5月)・95号(8月)・96号(1月)を発行し
　全戸配布(各号28,500部発行）
④ ボランティア活動保険加入者数1,727名(災害ボランティア32名含む）
ボランティア行事用保険加入者数410名（蒲郡市社会福祉協議会など）

③ 社協だより97号(5月)・98号(8月)を発行し全戸配布(各号29,000部発行）
・社協だよりの活用強化・ホームページを随時更新

２（１１）
ボランティアセ
ンター事業

社会福祉協議
会

要約筆記者入門講座開催　6月16日～7月14日 全5回 受講者３名
修了者3名
視覚ガイドヘルプ初心者体験講習会開催  10月23日　受講者７名
修了者7名
手話奉仕員養成講座（入門編・基礎編）開催5月10日～2月28日 全
40回 受講者１０名　修了者7名

・視覚障がい者のための音訳ボランティア養成講座　全６回　修了者1名
・「手話奉仕員養成講座」～手話を学ぼう 手話で話そう～　毎週火曜日全４０回　修了者８名
・点訳ボランティア養成講座受講者募集　毎週木曜日　全８回　修了者１名

音訳グループ「声」勉強会開催
平成２８年５月７日（土）、６月４日（土）７月２日（土）、８月６日（土）、９月３日（土）参加者１９名
「手話奉仕員養成講座」～手話を学ぼう 手話で話そう～　平成28年5月10日から29年3月14日までの各火曜
日　全40回　修了者１０名

音訳グループ「声」勉強会開催（全５回）
　平成29年　5/13、6/17、7/15、8/19、9/16の各土曜日
　会員内のｽｷﾙｱｯﾌﾟを目標として開催　参加者20名
音訳ボランティア養成講座（全５回）
　平成30年　1/13、20、27、2/10、17　音訳ボランティアとは何かを
　理解いただきながら、音訳の必要性勉強する講座　参加者6名
点訳ボランティア養成講座（全１２回）
　平成29年9/6、9/20、10/4、10/18、11/1、11/15、12/6、12/20、1/10、1/24、

③ 社協だより94号(5月)・95号(8月)・96号(1月)を発行し
　全戸配布(各号28,500部発行）
④ ボランティア活動保険加入者数1,727名(災害ボランティア32名含む）
ボランティア行事用保険加入者数410名（蒲郡市社会福祉協議会など）

③ 社協だより97号(5月)・98号(8月)を発行し全戸配布(各号29,000部発行）

各講座とも各グループのスキルアップ並びに、一般の方々に少しでも活動の必要性を周知し、理解
を求めるために講座を行った。各講座とも関心のある、たくさんの方々に参加をいただき、スキル
アップ研修や養成研修などが、それぞれのグループの活性化につながることに期待の持てる講座で
あった。

２（１２）
福祉実践教室
ボランティア講
師派遣事業

社会福祉協議
会

◇ 教室に対する児童や教諭の満足度
◇ 身近な場で福祉教育を実施する地区社
協数

○西浦中学校　５月２９日（木）１３：３０～１５：３０　音訳・点訳・手
話・ガイドヘルプ・車いす・要約筆記(６講座)参加者：１年生４３人、ボ
ランティア２７人
○三谷小学校　６月２７日（金）１４：００～１５：３０　車いす（１講座）
参加者：６年生３８人、ボランティア８人
○形原北小学校　９月１１日（木）１０：５０～１２：３０　音訳・点訳・手
話
ガイドヘルプ・車いす・要約筆記(６講座) 参加者：６年生９２人、ボラ
ンティア２７人
○三谷東小学校 １２月３日（木）１３：５０～１５：３０　音訳・点訳・手
話・ガイドヘルプ・車いす・要約筆記(６講座)参加者：５年生５８名、ボ
ランティア２５人
○竹島小学校２月４日（水）１４：００～１５：３０　点訳・手話・ガイドヘ
ルプ・車いす
(４講座） 参加者：３年生６５名、ボランティア２０人
○東部小学校２月１７日（火）１４：００～１５：３０　点訳（１講座）
　         参加者：３年生６５名、ボランティア１２人
○形原中学校　３月１２日（木）１３：３５～１５：２５　　音訳・点訳・手
話・
ガイドヘルプ・車いす・要約筆記(６講座) 参加者：１年生１７４名、ボ
ランティア３０人

○蒲郡中学校平成２７年９月１０日（木）１３：３５～１５：２５
音訳・点訳・手話・ガイドヘルプ・車いす・要約筆記(６講座)
参加者：１年生１４０人、ボランティア２９人
○三谷東小学校平成２７年１２月３日（木）９：５０～１１：３０
音訳・点訳・手話・ガイドヘルプ・車いす・要約筆記(６講座)
参加者：５年生４９人、ボランティア２６人
○形原中学校平成２７年１２月１８日（金）１３：３５～１５：２５
音訳・点訳・手話・ガイドヘルプ・車いす・要約筆記(６講座)
参加者：１年生１６２人、ボランティア３２人
○塩津中学校平成２８年１月１５日（金）１３：３５～１５：２５
音訳・点訳・手話・ガイドヘルプ・車いす (５講座)
参加者：１年生８４人、ボランティア２５人
○三谷小学校平成２８年２月１０日（水）９：４５～１１：３５
点訳 (１講座)
参加者：３年生４４人、ボランティア９人
○東部小学校平成２８年２月２３日（火）１３：５０～１５：３０
点訳 (１講座)
参加者：３年生４１人、ボランティア１１人

○三谷小学校　7月1日（水）14：00～15：40　車いす(１講座)　参加者：6年生54人、ボランティア7人 ○蒲郡中
学校　9月8日（木）13:35～15:25　音訳・点訳・手話・ガイドヘルプ・車いす・要約筆記(6講座)　参加者：1年生
168人、ボランティア33人 ○形原北小学校 10月20日（木）9:45～12:30　車いす(1講座)　参加者：4年生94人、
ボランティア5人 ○形原小学校　12月6日（火）14:00～15:40　車いす(1講座)　参加者：3年生59人、ボランティ
ア6人 ○三谷東小学校　12月13日（火）9:50～11:30 ○三谷小学校　7月1日（水）14:00～15:40　車いす(1講
座)　参加者：6年生54人、ボランティア7人 ○蒲郡中学校　9月8日（木）13:35～15:25　音訳・点訳・手話・ガイド
ヘルプ・車いす・要約筆記(6講座)　参加者：1年生168人、ボランティア33人 ○形原北小学校　10月20日（木）
9:45～12:30　車いす(1講座)　参加者：4年生94人、ボランティア5人 ○形原小学校　12月6日（火）14:00～
15:40　車いす(1講座)　参加者：3年生59人、ボランティア6人 ○三谷東小学校　12月13日（火）9:50～11:30
音訳・点訳・手話・ガイドヘルプ・車いす・要約筆記(6講座)　参加者：5年生59人、ボランティア21人 ○塩津中
学校　1月13日（金）13:35～15:30　音訳・点訳・手話・ガイドヘルプ・車いす (5講座)　参加者：1年生89人、ボラ
ンティア24人 ○形原小学校 12月6日（火）14:00～15:40　点訳・手話・ガイドヘルプ・要約筆記(4講座)　参加
者：6年生68人、ボランティア17人 ○竹島小学校　2月1日（水）14:00～15:45　点訳・手話・車いす(3講座)　参
加者：3年生40人、ボランティア11人 ○東部小学校　2月17日（金）10:50～12:30　点訳 (1講座)　参加者：3年
生43人、ボランティア18人 ○三谷小学校 2月21日（火）14:30～15:40　車いす(1講座)　参加者：3年生40人、
ボランティア8人 ○西部小学校　3月2日（木）10:00～12:00　点訳(1講座)　参加者：4年生10人、ボランティア3
人

○蒲郡中学校　９月６日（水）１３：３５～１５：２５
音訳・点訳・手話・ガイドヘルプ・車いす・要約筆記(６講座)
参加者：１年生175人、ボランティア33人
○三谷東小学校　１２月１２日（水）９：５０～１１：３５
音訳・点訳・手話・ガイドヘルプ・車いす・要約筆記(６講座)
参加者：５年生５５人、ボランティア１７人
〇大塚中学校　１月１９日（金）１３：３５～１５：２５
ガイドヘルプ　（１講座）参加者：１・２年生９７名、ボランティア８人
〇東部小学校　２月６日（火）１４：００～１５：２５
点訳　（１講座）参加者：３年生４５名、ボランティア６人
〇竹島小学校　２月１６日（金）９：４０～１１：２５
点訳　（１講座）参加者：３年生５８名、ボランティア７人
〇中部中学校　２月１６日（金）１３：３５～１５：００
点訳・手話　（２講座）参加者：３年生４３名、ボランティア６人
〇北部小学校　２月２３日（金）９：４５～１１：３０
点訳・手話・ガイドヘルプ・要約筆記　（４講座）参加者：３年生６８名、ボランティア１７人
〇三谷小学校　２月２３日（金）９：４５～１１：３０
点訳　（１講座）参加者：３年生２９名、ボランティア５人
〇形原小学校　３月５日（月）１０：５０～１２：３０
点訳・手話・ガイドヘルプ　（３講座）参加者：３年生５９名、ボランティア１２人

〇手話奉仕員養成講座「手話を学ぼう　手話で話そう」（全40回）
　令和元年 5/14～令和2年2/25まで　各火曜日、入門編17回、基礎編23回
の全40回開催し、ろう者とのコミュニケーションツールとして用いられる手話を
学習。参加者18名
〇音訳グループ「声」勉強会開催（全5回）
　令和元年 5/18、6/15、7/20、8/17、9/21の各土曜日、会員のスキルアップ
を目標として開催　参加者20名
〇車いす指導者養成講座
  令和元年 7/17（水）、車いすの取り扱い・介助方法を学び、福祉実践教室で
の講師を養成することを目的に開催　参加者15名
〇傾聴ボランティア養成講座（全4回）
　令和元年 10/4,10/11,10/25,11/1 各金曜日、コミュニケーションを円滑に図
るための「意識の在り方」と、傾聴的に聴く・関わるスキルを体験的に学ぶ講
座　参加者13名
〇車いす指導者養成・フォローアップ講座
  令和元年 12/25（水）、車いすの取り扱い・介助方法を学び、経験者のスキ
ルアップを図る。福祉実践教室での講師を養成することを目的に開催　参加
者6名
〇音訳ボランティア養成講座（全5回）
　令和2年　1/11、18、25、2/1、8 各土曜日、音訳ボランティアとは何かを理
解いただきながら、音訳の必要性勉強する講座　参加者2名

福祉実践教育を通し、誰もがともに生きていくために必要なこと・大切なことは何かを学べ、また自分
ができることは何かを考えることができた。福祉実践教育の価値や意義を知ることができた。まとめ
や仲間の意見から、さらに深い学習へのきっかけづくりができた。
。



基本目標３　生活支援の要望をかなえる身近な基盤をつくる

事業名 実施主体 評価指標 平成26年度 平成27年度（参考：第１期地域福祉計画） 平成28年度実績 平成29年度実績 令和元年度実績 令和２年度実績 進捗の評価

３（１）
子育て相談・子
育て教室事業

健康推進課
◇ 子育て相談来所者数・教室参加者数・教
室実施回数

・子育て相談来所者数：725人・子育て教室実施回数：109回・子育て
教室参加者数：3,362人（延人数）

・子育て相談来所者数：855人・子育て教室実施回数：110回・子育て教室参加者数：3,552人（延人数） ① 子育て相談来所者数：721人・子育て教室実施回数：148回・子育て教室参加者数：6,138人（延人数） ① 子育て相談来所者数：641人・子育て教室実施回数：146回・子育て教室参加者数：6,534人（延人数）

・子育て相談　月1回ー計11回　　来所者実人数192人・延人数596人
・子育てに関する教室（1歳、2歳、離乳食等）も月1回－計44回参加延人数
906人
・多胎児サークル　実施回数年4回　参加組数19組

子育て教室　月1回
子育てに関する教室（1歳、2歳、離乳食）　月1回
多胎児サークル　年4回

今後も引き続き、保護者の子育て不安を軽減するため実施していく。

３（２）
利用者支援事
業

子育て支援課 ◇　子育てコンシェルジュの配置箇所数

① ３箇所
●事業内容●
相談事業（来所、電話、訪問、メール等）
関係機関との連携（情報連携、共有、連絡、相談等）
周知、広報（コンシェルジュ紹介、リーフレット配布、コンシェルジュだより発行）
●相談実績●
相談人数（３箇所）１，２２４人
相談内容（３箇所）１，６０４人

① ３箇所
●事業内容●
相談事業（来所、電話、訪問、メール等）
関係機関との連携（情報連携、共有、連絡、相談等）
周知、広報（コンシェルジュ紹介、リーフレット配布、コンシェルジュだより発行）
●相談実績●
相談人数（３箇所）２，０４５人
相談内容（３箇所）２，９３４人

① ３箇所
●事業内容●
相談事業（来所、電話、出張、家庭訪問、メール等）
関係機関との連携（情報連携、共有、連絡、相談等）
周知、広報（蒲郡市公式ホームページ「子育てコンシェルジュの部屋」、リーフ
レット配布、子育てコンシェルジュだより隔月発行、街角コンシェルジュ出張相
談会）
●相談実績●
相談人数（３箇所）２，１９７人
相談内容（３箇所）２，８３１人

令和元年度から、西部子育て支援センターで実施していた利用者支援事業を廃止し、新たに子育て
世代包括支援センターで母子保健型＋基本型の利用者支援事業を開始した。これにより転入者の
支援や健診時の相談対応等今まで手薄だった部分のニーズに対応できるようになった。育児ストレ
スや育児不安の直接的な解決まで至らなくても、子育てコンシェルジュに話すことで気持ちスッキリ
した、楽になったという保護者が多くいる。
基本型・・・子育て支援課、中央子育て支援センター
母子保健型＋基本型・・・子育て包括支援センター（健康推進課）

３（３）
ファミリー・サ
ポート・センター
事業

子育て支援課
会員数
利用実績

①会員数　　237名
　内訳：　依頼会員　167名
　　　　　援助会員　 47名
　　　　　どっちも会員　 23名

①会員数　303名
　内訳：依頼会員　215名
　　　　援助会員　59名
　　　　どっちも会員　29名
②利用実績　1050回

①会員数　３５１名
　内訳：依頼会員　２５６名
　　　　援助会員　６４名
　　　　どっちも会員　３１名
②利用実績　計１，４５０回

①会員数　３６８名
　内訳：依頼会員　２７４名
　　　　援助会員　６５名
　　　　どっちも会員　２９名
②利用実績　計１,４０７回

①会員数　４５７名
　内訳：依頼会員　　３４０名、援助会員　　　８５名、どっちも会員　３２名
②利用実績　　 計２，０９６回

会員数確保のために、周知活動を引き続き行っていく。

３（４）
家庭教育支援
事業

生涯学習課 ◇ 参加者数及び満足度

①「親子ふれあいひろば」　（年２回：前期後期）
・３０組の親子をひよこ組（年少）とピー組（年長）に分け、ひよこ組は
プレイルーム、ピー組は会議室を主な活動場所とする。
（1）前期　５／１２～７／１４　（１０回：３０組）保健師さんのお話、親
子遊び、外遊び（公園）、バス旅行（豊川ぎょぎょランド）、
運動会、プール遊び、七夕会
（2）後期　９／２９～１２／１６　（１０回：３０組）保健師さんのお話、親
子遊び、外遊び（公園）、バス旅行（豊川ぎょぎょランド）、運動会、ク
リスマス会
②「幼児教室」　（２回実施）
（1）６／２７　（参加者：７３人）
「親子で楽しく体育遊び！」
中日新聞社普及事業課 日本体育協会公認ｼﾞｭﾆｱｽﾎﾟｰﾂ指導員
曽我昇司先生
（2）１０／１７　（参加者６７人）
「わらべうたや読み聞かせを通して　親子のふれあいを！」
慈恵福保育専門学校　非常勤講師　日本子どもの本研究会　霜田
美津子先生

①「親子ふれあいひろば」　（年２回：前期後期）
・３０組の親子をひよこ組（年少）とピー組（年長）に分け、ひよこ組はプレイルーム、ピー組は会議室を主な活動場
所とする。
（1）前期　５／１１～７／１３　（１０回：３０組）
　　　保健師さんのお話、親子遊び、外遊び（公園）、バス旅行（豊川ぎょぎょランド）、
運動会、プール遊び、七夕会
（2）後期　９／２８～１２／１４　（１０回：３０組）
　　　保健師さんのお話、親子遊び、外遊び（公園）、バス旅行（豊川ぎょぎょランド）、
　　　運動会、クリスマス会
②「幼児教室」　（２回実施）
　（1）６／２６　（参加者：７８人）
「親子遊びで体力づくり」
　慈恵福保育専門学校　山田裕子先生
（2）１０／１５　（参加者７４人）
「オジョ先生と英語で遊ぼう」
蒲郡市ＡＬＴ〔外国語指導助手〕　アビオドゥン・オジョ先生

①「親子ふれあいひろば」（年２回：前期後期）
・３０組の親子をひよこ組（年少）とぴー組（年長）に分け、ひよこ組はプレイルーム、ぴー組は会議室を主な活
動場所とする。
（1）前期　５／９～７／１１　（１０回：３０組）
保健師さんのお話、ブックパートナーさんのお話、親子遊び、外遊び（公園）、
バス遠足（豊川ぎょぎょランド）、運動会、プール遊び、七夕会
（2）後期　１０／３～１２／１２　（１０回：３０組）
保健師さんのお話、ブックパートナーさんのお話、親子遊び、外遊び（公園）、
バス遠足（豊川ぎょぎょランド）、クリスマス会
②「幼児教室」　（２回実施）
（1）６／２４　（参加者：７８人）
「親子遊びで体力づくり」
　慈恵福保育専門学校　山田裕子先生
（2）１０／１９　（参加者６７人）
「オジョ先生と英語で遊ぼう」蒲郡市ＡＬＴ〔外国語指導助手〕　ｱﾋﾞｵﾄﾞｩﾝ・ｵｼﾞｮ先生
（3）１／２０　（参加者２６人）
「子育ての悩みに答えます。人は悩んで育つもの、母も悩んで育つもの」名古屋学芸大学　教授　吉葉研司
先生

①「親子ふれあいひろば」（年２回：前期後期）
・３０組の親子をひよこ組（年少）とぴー組（年長）に分け、ひよこ組はプレイルーム、ぴー組は会議室を主な活動
場所とする。
（1）前期　５／８～７／１０　（１０回：３０組）
保健師さんのお話、ブックパートナーさんのお話、親子遊び、外遊び（公園）、
バス遠足（豊川ぎょぎょランド）、運動会、七夕会
（2）後期　１０／２～１２／１１　（１０回：３０組）
保健師さんのお話、ブックパートナーさんのお話、親子遊び、外遊び（公園）、
バス遠足（豊川ぎょぎょランド）、クリスマス会
②「幼児教室」　（２回実施）
（1）６／２３　（参加者：２４人）
「人は悩んで親になる　子育ておなやみＣａｆｅ　その２」
名古屋学芸大学　教授　吉葉研司先生、准教授　西村美佳先生
（2）１０／１２　（参加者６３人）
「オジョ先生と英語で遊ぼうⅢ」蒲郡市ＡＬＴ〔外国語指導助手〕　ｱﾋﾞｵﾄﾞｩﾝ・ｵｼﾞｮ先生

①「親子ふれあいひろば」（年２回：前期後期）
（1）前期　５／１３～７／８　（９回：２０組）
保健師さんのお話、ブックパートナーさんのお話、親子遊び、外遊び
（緑地公園）、バス遠足（豊川市：赤塚山公園）、運動会、七夕会
（2）後期　９／３０～１２／９　（９回：２０組）
保健師さんのお話、ブックパートナーさんのお話、親子遊び、、バス遠
足（豊川市：赤塚山公園）、クリスマス会
②「幼児教室」　（３回実施）
（1）６／２７　参加者：親子２５組（親２５人、子３０人）
「親子ふれあい遊び」
子育てネットワーカー　おもちゃコンサルタント　志村貴子先生
（2）９／４　　参加者：親子２９組（親２９人、子３１人）
「ママと子どもと運動遊び」
公益社団法人日本３Ｂ体操協会　愛知東支部指導者　坂中孝子先生
（3）１０／１７　参加者：親子２３組（親２３人、子２８人）
「オジョ先生と英語で遊ぼうⅤ」蒲郡市ＡＬＴ〔外国語指導助手〕　ｱ
ﾋﾞｵﾄﾞｩﾝ・ｵｼﾞｮ先生

① 子育てネットワーカーによる「親子ふれあいひろば」は、毎回評判が良く、３０年度も
募集定員を大幅に上回り抽選に至った。参加者のアンケートからも、参加してよかったなど
の意見が多い。引き続き、ボランティアとして携わっていただいている子育てネットワー
カーの皆さんや関係課と緊密な連携を図り事業を推進する。課題として、参加する多人数の
親子が活動するための会場(駐車場も含め)確保の難しさがある。

② 「幼児教室」についても、講座内容に関する参加者からの満足度は非常に高いもので
あった。引き続き、多くの方に受講していただけるような、講座内容の企画を推進する。

３（５）
地域包括支援
センター事業

長寿課 ◇ 各種相談事業の相談件数  ４包括支援センター　２，４７２件 ４包括支援センター　２，４８９件 ４包括支援センター　２，５５２件 ４包括支援センター　１，９６１件 ５包括支援センター　１，０７４件

平成２９年度は、日常生活・介護予防総合事業が開始され、センターの業務負担も多かった
ことから、体制が不十分であったと思われる。平成３０年４月より塩津地域包括支援セン
ターを新設。よりきめ細かな相談支援体制となるよう体制を整えた。
※　平成３０年４月から保険者が東三河広域連合に統合され、相談件数の集計方法が変更と
なった。

３（６）
在宅医療介護
連携推進事業

長寿課 ◇ 在宅医療に関する相談調整件数 （未実施）
平成30年4月16日に市役所長寿課内に在宅医療・介護連携サポートセンター
を設置。
相談調整件数　４３件

相談調整件数　４３件 相談調整件数　７４件

３（７）
生活支援体制
整備事業

長寿課 ◇ 協議体による支えあいの取り組み実現数 事業実施なし 事業実施なし
平成３０年９月～３月までの間に、市内１１公民館区ごとに協議体を設置。支
えあいの取り組みについて検討開始。

地域支え合い座談会開催地区（１１地区）
・開催回数　１１５回
・延べ参加者１，２９５人
・9/23　ボランティアまつり、支え合いの地域づくり合同フェスタ実施

地域支え合い座談会開催地区（１１地区）
・新型コロナウィルス感染症拡大防止により中止、６月より再開

３（８）
配食サービス事
業

長寿課 ◇ 利用者数
利用人数　　　　２２６人 配食数　　１８，２０１食

利用人数　　２２７人（延べ２，１３３人）
配食数　　２０，６３３食

利用人数　　　　２０１人配食数　　１８，７３０食
利用人数　　　　２０４人配食数　　１７，７９２食

・実利用人数　１９３人
・配食数　１９，５０１食

５月末現在実績
利用人数　１４８人　　配食数　１,４９６食

この事業は、高齢者単身又は高齢者のみ世帯を基本とし、併せて栄養状態の維持、改善の必要な
者への見守り及び食の確保を目的としていたが、後者の点で選定があいまいになっており、取次事
業所である地域包括支援センター及び居宅介護支援事業所に対して適正運用の説明を行ったこと
で、平成２８年度の実績が下がった。しかし、平成３０年度より、それまで週３食であったものを週５
食にしたことで、食数は増えてくると思われる。

３（９）
居宅介護支援
事業

長寿課
◇ 介護保険事業計画に定められたサービ
ス利用の見込み量

・介護保険事業計画に定められたサービス利用の見込み量
　 　居宅介護支援：17,088人、給付額　222,329,000円
　 　介護予防支援： 7,368人、給付額　 31,894,000円
・平成２６年度実績
　 　居宅介護支援：16,761人、給付額　229,919,132円
　 　介護予防支援： 8,921人、給付額 　38,772,891円

・介護保険事業計画に定められたサービス利用の見込み量
　 　居宅介護支援： 17,772人、給付額　248,382,000円
　 　介護予防支援：  9,276人、給付額　 40,873,000円
・平成２７年度実績
　 　居宅介護支援： 16,949人、給付額　245,302,259円
　 　介護予防支援：  9,430人、給付額   42,487,595円

・介護保険事業計画に定められたサービス利用の見込み量
居宅介護支援： 17,904人、給付額　249,892,000円
介護予防支援：  9,540人、給付額　 41,935,000円
・平成２８年度実績
居宅介護支援： 16,570人、給付額　240,360,714円
介護予防支援： 10,039人、給付額   45,241,276円

・介護保険事業計画に定められたサービス利用の見込み量
居宅介護支援： 18,036人、給付額　250,045,000円
介護予防支援：   9,432人、給付額　  41,465,000円
・平成２９年度実績
居宅介護支援： 17,475人、給付額　254,382,270円
介護予防支援：   8,326人、給付額    37,305,151円

平成30年度より東三河広域連合に事業移行

３（１１）
ワンコインお助
けサービス

長寿課 ◇利用者数

Ｈ28.7月～
依頼件数　　183件
コイン数　　196コイン
延日数　　　183日

依頼件数　　288件
コイン数　　721コイン
延日数　　　583日

依頼件数　310件
コイン数　838コイン
延日数　　745日

この事業は平成28年7月から始まったもので、公的サービスでは対応できない軽微な困りごとの支
援をシルバー人材センター会員が担うことで、高齢者が住み慣れた地域での生活を継続できるとと
もに、シルバー人材センターの活性化にもつながっている。
開始以降、依頼件数も伸びており、今後も周知に努めていく。

３（１２）
市民団体等活
動費助成金事
業

社会福祉協議
会

◇ 助成事業件数
助成事業件数　８件
うち社会福祉に係る助成事業件数は１件 助成事業件数２件 （蒲郡栄宝会、金沢ヒューマン文庫を愛し守る会）

助成金総額160,000円
助成事業件数２件 （蒲郡栄宝会、金沢ヒューマン文庫を愛し守る会）
助成金総額72,495円

助成事業件数１件（金沢文庫を愛し守る会）
助成金総額100,000円

助成事業件数6件（託児ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ「ポケット」、形原１区町内お助け隊、朗読ﾎﾞ
ﾗﾝﾃｨｱじゅげむの会、蒲郡第二栄宝会、歌声ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ「ハーモニー」、防災塾
～知ってて蒲郡～）
助成金総額343,200円

・赤い羽根共同募金の財源による市民団体等活動費助成事業にかかる公開プレゼンテーションを
今後も継続的に実施し、募金活動の認識や啓発にもつなげるとともに助成団体の拡大を目指す。
・自主財源割合1/4　助成金額割合3/4　一団体につき最高10万円まで助成　助成金総額40万円

３（１３）
歳末慰問品配
布事業

社会福祉協議
会

◇ 配布件数

配布件数【平成２６年度　１００件】
生活保護世帯の単身入院者へ福祉課生活保護係を通じて慰問品
を配布しました。
　
夏季慰問生活保護世帯単身入院者５０件（ヨーロピアンタイプバスタ
オル）
歳末慰問生活保護世帯単身入院者５０件（ヨーロピアンタイプバスタ

配布件数【平成２７年度　１２５件】
生活保護世帯の単身入院者へ福祉課生活保護係を通じて慰問品を配布しました。
　
夏季慰問生活保護世帯単身入院者７０件（フェイスタオル）
歳末慰問生活保護世帯単身入院者５５件（バスタオル）

配布件数【平成２８年度　１４０件】
生活保護世帯の単身入院者へ福祉課生活保護係を通じて慰問品を配布しました。
　
夏季慰問生活保護世帯単身入院者７０件（フェイスタオル）
歳末慰問生活保護世帯単身入院者７０件（フェイスタオル）

配布件数【平成２９年度　１９０件】
生活保護世帯の単身入院者へ福祉課生活保護係を通じて慰問品を配布しました。
　
夏季慰問生活保護世帯単身入院者８０件（フェイスタオル）
歳末慰問生活保護世帯単身入院者１１０件（フェイスタオル）

配布件数【令和元年度　２００件】
生活保護世帯の単身入院者へ福祉課生活保護係を通じて慰問品を配布しま
した。
夏季慰問生活保護世帯単身入院者１００件（フェイスタオル）
歳末慰問生活保護世帯単身入院者１００件（フェイスタオル）

対象者の日常生活で利用頻度の高い実用的なものについて、福祉課ケースワーカーへ
相談した結果、やはりタオルが良いということで、業者へ交渉しながら価格もリーズナブル
なものではありますが、対象者数に対して贈呈していく予定です。

３（１４）
生活福祉資金
貸付事業

社会福祉協議
会

◇ 貸付件数 相談件数51件、新規貸付件数0件、総貸付件数125件

相談件数　３２件、新規貸付件数　０件、総貸付件数　１２２件
【内訳】
　総合支援資金　　８６件
　離職者支援　　　　５件
　臨時特例つなぎ　　２件
　教育支援・福祉費２９件

相談件数【４０件】
　　新規貸付件数　【２件】
　　総貸付件数　　【１１９件】
 　 　総合支援資金　　８３
　　　離職者支援　　　　４件
　　　臨時特例つなぎ　　２件
　　　教育支援・福祉費２９件
　　　不動産担保型　　　１件

相談件数【４２件】
　　新規貸付件数　【２件】
　　総貸付件数　　【１１７件】
 　 　総合支援資金　　８１件
　　　離職者支援　　　　４件
　　　臨時特例つなぎ　　２件
　　　教育支援・福祉費２９件
　　　不動産担保型　　　１件

相談件数【73件】
　　新規貸付件数　 【  7件】
　　総貸付件数　　 【　105件】
 　 　総合支援資金 　74件
　　　離職者支援　　 　 2件
　　　臨時特例つなぎ・緊急小口資金　  3件
　　　緊急小口資金（新型コロナ特例貸付)　7件
　　　教育支援・福祉費 18件
　　　不動産担保型　　 1件

相談件数はここ数年は横ばい傾向にある。貸付要件を満たす利用希望者がいなかった為、申請は
ない。相談の資金種別では、総合支援資金の相談件数が昨年より増加。当会ＨＰや福祉課への相
談の際にもらう福祉のしおりに記載されていることをきっかけとして、電話での貸付相談が多かっ
た。
福祉費の相談は昨年と変わらない程度だったがリバースモゲージ(不動産担保型生活資金)が増
加。リバースモゲージ利用希望の相談者が増え、高齢者の生活困窮が伺えるが、リバースモゲージ
利用に至るには条件が厳しく、また、資金貸付までの時間も要する事から申し込みに至るケースが
無い状況。
また、既に借りている人への継続支援、滞納者への督促、償還相談・指導等の業務は継続して行
い、償還額・件数の増加を目指している。

３（１５）
「ふれあい蒲
郡」強化事業

社会福祉協議
会

◇ 利用会員数
◇ 協力会員数
◇ 賛助会員数

利用会員数　１１３人
　協力会員数　  ５０人
　賛助会員数　３７法人・団体　１８９個人（４６５口）
　活動時間数　６，５６３時間４５分

利用会員数　１１２人
　協力会員数　  ４７人
　賛助会員数　４４法人・団体　２０３個人（５２７口）
　活動時間数　６，１３３時間４５分

利用会員数　　８３人
協力会員数　  ４１人
賛助会員数　４２法人・団体　２００個人（５２０口）
活動時間数　５，０４７時間

 利用会員数62人　協力会員数38人　賛助会員数6団体198個人（382口）
 活動時間数4,660時間　相互扶助を目的として、在宅でお困りの方や日常生活
に支障のある方が「利用会員」になり、地域から中から参加した「協力会員」が、通院介助や家事援助等のサー
ビスを有料で提供した。

〇ふれあい蒲郡協力会員養成研修（全3回）
　令和元年 8/30、9/27、10/18の各金曜日
　協力会員としての基礎的な知識の習得を目的として開催　参加者17名
〇利用会員数　　４５人
　協力会員数　　２８人
　賛助会員数　　６団体　１８９個人（４０６口）
　活動時間数　　３，３７３時間３０分

29年4月より介護保険制度が改正に伴い、新たに総合事業がはじまりました。当社協では、生活支
援コーディネーターの配置を蒲郡市より委託を受け、新たに職員の増員をしました。福祉サービスの
重要な社会資源のひとつとして、既存する「ふれあい蒲郡」の今後の体制整備や強化が期待され、
生活支援に対する協力会員不足を解消するためにも、養成研修を開催してさまざまなニーズに対応
していきたい。
しかしながら協力会員数が思ったほど増えない為、ニーズに対応することができていない。

３（１６）
地域福祉サー
ビスセンター事
業

社会福祉協議
会

◇ 各種相談事業の相談件数
◇ 介護予防及びレクリエーション事業の参
加者数

・法律相談の実施（毎月第２・４金曜日１３：００～１６：００）定員６人
２６年度実績　２４回、７４人
・脳の健康教室（高齢者認知症予防事業）
　　　９月３日～翌年２月２５日　毎週水曜日(祝日、年末年始を除
く。)　９：３０～１１：２０、全２４回
　　　学習者　３５名（修了者２９名皆勤者５名）、サポーター　２１人
・市民対象車椅子貸出事業　当日～最長３ヶ月　年間貸出回数　３
０１台

①　法律相談の実施（毎月第２・４金曜日　１３：００～１６：００）定員６人　２７年度実績　２４回、９６人
②　脳の健康教室（高齢者認知症予防事業）
　９月７日～翌年２月２４日　毎週水曜日(祝日、年末年始を除く。)　９：３０～１１：２０、全２４回
　学習者　３６名（修了者３５名皆勤者１０名）、サポーター　２０人
③　市民対象車椅子貸出事業
　当日～最長３ヶ月　年間貸出回数　３００台
④　高齢者レクリエーション大会　１１月５日（金）市民会館大ホール　　１，１１８名

①　法律相談の実施
　毎月第２・４金曜日　１３：００～１６：００定員６人
　２８年度実績　２３回、７６人
②　脳の健康教室（高齢者認知症予防事業）
　９月５日～翌年２月２７日　毎週月曜日(祝日、年末年始を除く。)
　９：３０～１１：２０、全２２回
　学習者　３４名（修了者３４名皆勤者８名）、サポーター　２６人
③　市民対象車椅子貸出事業
　当日～最長３ヶ月　年間貸出回数　２３３台

①　法律相談の実施
　　毎月第２・４金曜日　午後１時～４時　定員６人
　　２９年度実績　２３回、６０人
②　脳の健康教室（高齢者認知症予防事業）
　  ９月４日～翌年２月２６日 毎週月曜日(祝日年末年始を除く)
　  ９：３０～１１：２０、全２２回
    学習者３７人(修了者３４人皆勤者５人)、サポーター ２７人
③　市民対象車椅子貸出事業
    当日～最長３ヶ月　年間貸出回数 ３１４台

①　法律相談の実施
　　毎月第２・４金曜日　午後１時～４時　定員６人
　　令和元年度実績　２４回、５９件
②　脳の健康教室（高齢者認知症予防事業）
　  ９月２日～翌年３月２日 毎週月曜日(祝日年末年始を除く)
　  ９：３０～１１：２０、全１９回
    学習者３１人(修了者３１人内皆勤者５人)、サポーター ２０人
③　市民対象車椅子貸出事業
    当日～最長３ヶ月　年間貸出回数 ２４３台

①　相談者は減少しているが、相談内容は相続問題が多く、法律の専門的な相談が
必要であり、相談は継続していく。
②　２９年度は２２回行い、学習者・サポーターとも微増であるが、今後とも
学習者やサポーターが増加し、市内全域で認知症予防の取り組みが継続されて
いくとよい。
③車椅子の貸出は、平成２９年度は昨年と比較して８１件増加しており、対象者
は、高齢者が多いが、障がい者、けが人など幅広いが、まだまだ貸出している事
を知らない市民の方もいるため、全体に周知され利用されるとよい。

３（１７）
障がい者支援
センター事業

社会福祉協議
会

①・② 各種相談事業の相談件数
③　虐待防止に係る相談等件数及び研修の
実施有無

・各種相談事業の相談件数2,689件
・相談支援対象者248名（身体67名、知的65名、精神94名、発達17
名、その他5名）

・各種相談事業の相談件数9件４，４５４
・相談支援対象者５６８（身体９７名、重心３１名、知的１５９、精神２１２名、発達５２名、その他１７名）
・虐待防止相談、通報、届出１３件（身体的７件、心理的２件、経済的４件）

①各種相談支援事業の相談件数　５，２０７件
②相談支援対象者数２９８名（身体５１、重心１６、知的７４、精神１１４、発達２９、高次脳８、その他６）
③虐待防止相談・通報・届出１０件（身体的９、心理的２、放棄・放任１、経済的２※重複あり）内、虐待認定３
件。

①各種相談支援事業の相談件数　５，８１０件
②相談支援対象者数３１７名（身体４３、重心１８、知的８３、精神１２６、発達３６
　高次脳７、その他４）
③虐待防止相談・通報・届出９件（身体的７、心理的５※重複あり）内、虐待認定５件

①各種相談支援事業の相談件数 ７，１３７件
②相談支援対象者数３４１名（身体５６、重心１５、知的１０１、精神１３８、発達
１７、高次脳３、その他１０）

③虐待防止相談・通報・届出１４件（身体的６、心理的６、放棄・放任３、経済
的４、性的１※重複あり）内、虐待認定４件　研修開催：12月4日・7日

令和２年４月１日～５月３１日
①各種相談支援事業の相談件数 １，２９２件
②相談支援対象者数１３２名（身体２２、重心６、知的３５、精神６３、発達２、
高次脳０、その他４）

③虐待防止相談・通報・届出（身体的３、心理的３、放棄・放任０、経済的０、
性的０　※重複あり）内、虐待認定１件　研修開催：未実施

・現有の相談支援専門員の配置数、また、市内他機関の相談支援専門員の配置数から実績数をこ
れ以上増加させることは、相談支援の質の低下を招く恐れがある。従って、相談支援専門員の増員
により、さらなる実績数の増加を図りたい。
・虐待防止相談・通報・届出は、緊急かつ重篤な事案に対する迅速なに対応することが必要であると
共に、虐待者及び被虐待者の潜在化したニーズを掘り起こす機会にもなることから、適切な福祉
サービスにつなげることなどを目標として事業展開したい。

３（１８）
蒲郡市成年後
見センター業務

社会福祉協議
会

◇　相談件数

①　平成27年度相談支援実績　※（　）外は延べ件数、（　）内は実件数。
相談件数401件（121件）。対象者の障がい種別　認知症高齢者233件（65件）、知的障がい者92件（24件）、精神
障がい者36件（19件）、重複障がい者24件（5件）、高齢者8件（3件）、その他8件（5件）。
法人後見受任4件（4件とも後見類型）。障害種別　認知症高齢者2件、知的障がい者2件。

①　平成28年度相談支援実績　※（　）外は延べ件数、（　）内は実件数。
相談件数437件（132件）。対象者の障がい種別　認知症高齢者362件（94件）、知的障がい者38件（16件）、精
神障がい者21件（12件）、重複障がい者2件（1件）、高齢者12件（7件）、その他2件（2件）。
法人後見受任6件（6件とも後見類型）。障害種別　認知症高齢者4件（新規2件、終了2件）知的障がい者2件。
※年度末では受任4件。

平成29年度相談支援実績　※（　）外は延べ件数、（　）内は実件数。
相談件数695件（171件）。対象者の障がい種別　認知症高齢者379件（87件）、知的障がい者171件（38件）、精
神障がい者125件（34件）、重複障がい者7件（2件）、高齢者8件（6件）、その他5件（4件）。
法人後見受任6件（6件とも後見類型）。障害種別　認知症高齢者4件（新規2件）知的障がい者2件。※年度末で
は受任4件。

相談支援実績　※（　）外は延べ件数、（　）内は実件数。
相談件件600件（178件）。対象者の障がい種別　認知症高齢者370件（101
件）、知的障がい者68件（26件）、精神障がい者143件（38件）、重複障がい者
1件（1件）、高齢者10件（8件）、その他8件（4件）。
法人後見受任10件（後見類型9件、保佐類型1件）。障害種別　認知症高齢者
7件、知的障がい者2件、精神障がい者1件。

相談件数は年々増加傾向にある。個別事案の相談支援については、その事案内容に応じて、家
族・親族、福祉関係機関、専門職、市役所、家庭裁判所、金融機関、民間企業（電気・ガス関係会
社、不動産会社、葬儀会社等）といった幅広い機関との連携が必要となる。引き続き他機関と連携
ができるよう努め、相談支援及び成年後見制度の申立手続き支援を行っていく。
当初、制度利用の目的は、銀行手続きや相続手続き及び金銭管理等の「財産管理」が主だったが、
ここ数年は、本人を支援できる親族が近隣にいない、もしくは全く身寄りがいないため、本人の生活
の手はずを整える伴走支援者が必要となり、「身上監護」も利用目的とされることが増えてきている。
市内においても、かつて遠方の他県から集団就職等で移り住み、単身世帯で高齢者となった方の
相談が多く寄せられている。そのような事案では、受任者調整が難航することが多く、当センターの
受任体制強化や他受任機関・他専門職との連携が課題となっている。

３（１９）
日常生活自立
支援事業

社会福祉協議
会

◇ 相談件数

サービス利用者15人（内新規契約1人　終了者0人）
新規相談件数　　8件
生活支援員　　　10人

サービス利用者　17人（内新規契約2人　終了者0人）
　新規相談件数　【27年度　17件】
　生活支援員　　　13人

サービス利用者【28年度　23人　内新規契約　6人　終了者　4人】
新規相談件数　【28年度　16件】
生活支援員　　　13人

サービス利用者【29年度　23人　内新規契約　4人　終了者　1人】
新規相談件数　【29年度　17件】
生活支援員　　　13人

サービス利用者【令和元年度　29人　内新規契約　3人　終了者　3人】
新規相談件数　【令和元年度　17件】
生活支援員　　　　　12人

利用者数は過去3年で1，7倍に増加している。週1回以上の定期的な支援が必要等、困難ケースが
増えている。毎年新規相談件数もあり、新規相談の申し込みについては順番を待ってもらい対応し
ている状態。その為、体制をさらに強化する必要がある。

３（２０）
障がい児者等
訪問介護事業

社会福祉協議
会

◇ 障害福祉計画に定められたサービス利
用の見込み量

・身体障害者：延べ309名、2,443回、サービス提供時間：3,284時間
・知的障害者：延べ58名、238回、サービス提供時間：238時間
・障害児：実績なし
・精神障害者：延べ108名、921回、サービス提供時間：799時間
・総合計：延べ475名、3,602回、サービス提供時間：4,318時間

①障がい者自立支援事業（障がい者へのヘルパー派遣）
・身体障がい者：年間２８４人　２，１３０回　２，９３８時間
・知的障がい者：年間　６０人、３５１回、３２３時間
・精神障がい者：年間１１２人、１，０６４回、１，０５９時間
②ヘルパー研修会を月１回のペースで行って実施。その中の１項目に精神障がい者への接し方を研修項目に設
定。

身体障がい者　年間　２６２人　１，９９４回　２，６４３時間
知的障がい者　年間　　５９人　　　３６３回　　　３３３時間
精神障がい者　年間　１１６人　１，０５９回　１，０６０時間
ヘルパー研修会を月１回ペースで行っております。その中の１項目に隔年ですが、視覚障がい者の方にガイ
ドの仕方としてガイドヘルパー養成講座を開催しております。

障がい者自立支援事業（障がい者へのヘルパー派遣）
身体障がい者　年間　２３４人　１，８２６回　２，２７８時間
知的障がい者　年間　　４４人　　　２４８回　　　２１９時間
精神障がい者　年間　　９６人　　　５６８回　　　５７０時間

障がい者自立支援事業（障がい者へのヘルパー派遣）
身体障がい者　年間　３００人　２，００６回　２，３７８時間３０分
知的障がい者　年間　　２４人　　　　７０回　　　１５９時間４５分
精神障がい者　年間　１０１人　　　７７１回　１，００４時間２５分

特に視覚障がい者へのガイドヘルパー派遣業務を行っている事業所は少なく、対象者のニーズも
徐々に増えつつある。年々ヘルパーも高齢化してきており、今後も養成研修等を実施しながら人員
の確保を目指したい。

３（２１）

ひとり暮らしの
高齢者への乳
酸菌飲料水配
布事業

社会福祉協議
会

◇ 利用者数 利用人数　３，８５２人（５１，８０２本 利用人数　３，９７８人（４６，４２２本） 利用人数　３，５４８人（４１，３２７本）
利用人数　３，０３３人（３４，９６０本）
ひとり暮らし高齢者に毎週月・水・金曜日に乳酸菌飲料水を配布し、安否確認をおこなった。

利用人数　２，０８６人（２４，８８１本）

〇28年度3,548人（41,327本）と比べると利用人数・本数ともに減っている。(▲515人,▲6,367本) 理由
は、配布対象の75歳以上であっても、見守りが必要な高齢者（虚弱・閉じこもり等）を優先したこと、
長期対象者が施設入所など在宅で無くなったことなどが主な理由。
ヤクルトの単価も上がり財源も限られているため、現在は積極的に会員を増やしていない。今後も
減らす予定で代替案もない。



基本目標４　災害に向けた不安を取り除く仕組みを市全域で実施する

事業名 実施主体 評価指標 平成26年度実績 平成27年度実績（参考：第１期地域福祉計画） 平成28年度実績 平成29年度実績 令和元年度実績 令和2年度 進捗の評価

４（１）
災害時要援護
者支援事業

防災課
福祉課
長寿課

◇ 災害時要援護者登録者数
◇ 災害時要援護者及び支援者等を交えた
活動実績
◇個別支援計画作成数
◇名簿作成地域数

・平成27年3月31日現在、福祉課57名、長寿課35名
・災害時要援護者台帳の記載内容に変更がある方のみ台帳を回収
し、訂正後返却。
・指定福祉避難所との連携、支援体制の強化を図るため、連絡会議
を開催予定（Ｈ27.3.30）

・平成28年3月31日現在、福祉課64名　長寿課28名
・災害時要援護者台帳の記載内容に変更がある方のみ台帳を回収し、名簿及び回収した台帳内容を変更した
後、該当者に返却した。
・避難行動要支援者の対象者をリストアップし、名簿を作成した。
・福祉課においては手帳交付時に災害時要援護者対象者に案内、また案内を送付し１５人の新規登録があっ
た。長寿課においては年２回新規対象者に案内を送付し、１０人の登録があった。

・平成29年3月31日現在、福祉課60名　長寿課24名
・災害時要援護者台帳の記載内容に変更がある方のみ台帳を回収し、名簿及び回収した台帳内容を変更し
た後、該当者に返却した。
・避難行動要支援者の対象者をリストアップし、名簿を作成した。
・災害時要援護者の福祉課においては手帳交付時に災害時要援護者対象者に案内し１人の新規登録があっ
た。長寿課においては年２回新規対象者に案内を送付し、7人の登録があった。
・個別支援計画の作成数は０であった。
・名簿作成地域数は１であった。（東町常会）

・平成30年3月31日現在、福祉課61名　長寿課32名
・災害時要援護者台帳の記載内容に変更がある方のみ台帳を回収し、名簿及び回収した台帳内容を変更した
後、該当者に返却した。
・避難行動要支援者の対象者をリストアップし、名簿を作成した。
・災害時要援護者の福祉課においては手帳交付時に災害時要援護者対象者に案内し１人の新規登録があっ
た。長寿課においては年２回新規対象者に案内を送付し、１２人の登録があった。
・個別支援計画の作成数は０であった。
・名簿作成地域数は１であった。（東町常会）

・令和元年３月時点、福祉課83名　長寿課33名
個別支援計画については令和2年度実施

・災害時要援護者台帳登録者数（7月6日時点）
　福祉課（障がい）78名　長寿課（要介護認定）33名

・個別支援計画進捗（7月6日時点）
　福祉課（障がい）　　７月時点記入用紙送付済み　1５名回収
　長寿課（要介護認定）７月　　記入用紙配布予定　未回収

評価
・全体の対象者に対しての登録者率は増えているが、全員の台帳登録には至っていない。
・個別支援計画の作成は令和2年度の完成をすすめている。
・ケアマネージャー及び相談支援専門員に対し災害時要援護者台帳への登録を促す。
・民生員、総代にアンケートの結果、支持者を常会長まで広げるかについては賛否がある。まずは
個別支援台帳を整えるところから実施。個別支援計画ができ次第、消防及び警察へ情報提供予
定。

４（２）
家具等転倒防
止事業

防災課 ◇ 家具転倒防止器具設置対象世帯数

家具転倒簿防止対策の促進を図る為、災害時要配慮者世帯等に対して実施している。平成15年度から職員
が各家庭を訪問し、器具の取り付けを行っていたが、平成22年度からはシルバー人材センターへ委託してい
る。
平成28年度実績は18件（平成15年度からの累計は580件）

家具転倒簿防止対策の促進を図る為、災害時要配慮者世帯等に対して実施している。平成15年度から職員が
各家庭を訪問し、器具の取り付けを行っていたが、平成22年度からはシルバー人材センターへ委託している。
平成29年度実績は12件（平成15年度からの累計は592件）

令和元年度実績は、12月16日現在　8件（平成15年度からの実績は636件） 令和２年度実績は、7月6日現在　0件（平成15年度からの実績は637件）

目標を５０件/年としているが、達成できていない。
機会を見てさらなる周知を推進したい。
広報がまごおりで周知文を掲載したところ、掲載前と比較して明らかに申請件数が増加したため、今
後も周知方法を工夫していく。

基本目標５　経済的に困窮している人の自立支援の基盤をつくる

事業名 実施主体 評価指標 平成26年度実績 平成27年度実績（参考：第１期地域福祉計画） 平成28年度実績 平成29年度実績 令和元年度実績 令和2年度 進捗の評価

５（１）
生活困窮者自
立支援制度

福祉課
◇　自立相談支援実績（相談件数）
◇　相談者の自立実績

① 相談件数　６０件／年
② 自立実績　１１件／年

① 相談件数　１２０件／年
② 自立実績　　　２件／年

① 相談件数　２１４件／年
② 自立実績　　　８件／年

・多様な内容の相談により、相談件数は増加している。
・就労支援においては、自立には至らないが新規に就労できたケースが１１ケースあり、着
実に効果を上げている。
・住居確保給付金及び一時生活支援事業等の活用により、さらなる困窮者支援の充実を図る
ことを目標とする。

５（２）
ひとり親家庭支
援事業

子育て支援課

◇　母子・父子自立支援員による経済的支
援に関する相談件数
◇　母子家庭等自立支援給付金の給付実
績

①母子・父子自立支援員による経済的支援に関する相談実績
　平成２８年度　４０１件（母子家庭３６４件、父子家庭３７件）

②母子家庭等自立支援給付金の給付実績
　平成２８年度
　高等職業訓練給付金
　２件１，７１７，０００円（平成２８年４月～平成２９年３月支給）

①母子・父子自立支援員による経済的支援に関する相談実績
　平成２９年度　３６７件（母子家庭３４６件、父子家庭２１件）

②母子家庭等自立支援給付金の給付実績
　平成２９年度
　高等職業訓練給付金
　１件１，０８２，０００円（平成２９年４月～平成３０年３月支給）

①母子・父子自立支援員による経済的支援に関する相談実績
　令和元年度　３４３件（母子家庭３１１件、父子家庭３２件）
②母子家庭等自立支援給付金の給付実績
　令和元年度
　高等職業訓練給付金
　２件９１６，５００円

・①について：相談実績はやや減少（評価×）。気軽な相談窓口として広報等で周知し、母子家庭か
らの相談件数に比べ父子家庭からの相談件数が少ないため、特に父子家庭へ重点的に進めたい。
・②について：令和元年度は、４月から１０月分までの給付対象者１名、１０月分からの給付対象者１
名　計２名の支給実績となっており、年度給付見込み額は９１６，５００円。引き続き、児童扶養手当
現況届期間での窓口声がけをはじめ、制度の周知を図っていきたい。

５（３）
小額資金貸付

事業
蒲郡市社会福
祉協議会

◇　貸付件数
◇　一件当たり貸付金額

①小額資金
平成２８年度　相談のべ件数　１１８件
貸付件数　７２件　貸付金額　２,０７１,１６８円
②食糧支援事業
平成２８年度　相談のべ件数　２１件　利用件数　１３件

①小額資金
平成２９年度　相談のべ件数　１２４件
貸付件数　８０件　貸付金額　２,０３，０００円
②食糧支援事業
平成２９年度　相談のべ件数　２７件　利用件数　２６件

①小額資金
令和元年度　相談のべ件数193件
貸付件数　119件　貸付金額　3,242,800円
②食糧支援事業
令和元年度　相談のべ件数　31件　利用件数　26件

小額資金相談件数及び貸付件数は前年度より増加している。相談者は昨年度と変化は無く、ほぼ
福祉課や福祉課を経由した市民からの相談となっている。尚、福祉課からの相談に関しては、生活
保護が決定した者の初回保護費支給日までのつなぎ貸付の役割での利用の他、年金受給もしてい
る生活保護受給者の生活費コントロールの失敗による生活費不足分を補う為の貸付依頼が多かっ
た。
食糧支援事業は、月平均２名の利用。生活保護には至らない程度の低所得者層(年金受給者が多
い)や小額資金貸付利用が困難な世帯への緊急支援としての利用が目立った。利用に至った主な
理由は、収支コントロールの失敗による生活困窮・就労が決まったが初回給料までの食費が無い等
だった。


